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二
世
紀
マ
グ
リ
ブ
の
ス

l
フ
ィ

1
8

-
聖
者
世
舎
と

リ
バ
!
ト
及
び
ラ

l
ピ
タ

私

市

正

年

は

じ

め

に

一
地
理
書
、
年
代
記
の
中
の
-
一

l
一
二
世
紀
の
リ
バ
l
ト
そ
の
他
の
事
例

こ

と
l
叫

4
2
b
Q
8
8
R
¥
の
中
の
リ
バ
l
ト
と
ラ
l
ピ
タ

三
リ
バ
i
ト
及
び
ラ
l
ピ
タ
の
建
設
の
要
因
と
背
景

四

ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
と
公
権
力

お

わ

に

t主

- 20ー

りじ

め

一
二
世
紀
の
西
ア
ジ
ア
史
は
、
軍
事
イ
ク
タ

I
制
の
シ
リ
ア
か
ら
エ
ジ
プ
ト
へ
の
横
大
・
設
展
、
シ

l
ア
涯
勢
力
の
衰
退
と
ス
ン
ナ
波
勢
力

の
復
活
、
ス

l
フ
ィ

I
数
園
の
組
織
化
な
ど
大
き
な
碍
換
期
に
出
合
う
。
マ
グ
リ
プ
、
ア
ン
ダ
ル
ス
の
地
域
に
限
っ
て
こ
の
時
代
を
考
察
す
る

時
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
進
展
と
そ
の
影
響
、

シ
チ
リ
ア
に
お
け
る
ノ
ル
マ
ン
朝
の
成
立
、

マ
グ
リ
プ
祉
舎
の
ア
ラ
ブ
化
と
い

っ
た
諸
問
題
も
重
要
な
歴
史
的
現
象
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
一
二
世
紀
の
時
代
を
前
近
代
の
長
い
時
間
的
幅
を
も
っ
た
イ
ス

ラ
ム
吐
舎
の
襲
容
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
と
、

た
ち
ま
ち
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
多
く
は
史
料
上
の
制
約
で
あ
っ



た
り
、
問
題
が
特
定
の
時
代
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

本
稿
で
リ
バ

l
ト

E
E円
ラ
1
ビ
タ
H
N
削

V
X
F

ザ
l
ウ
ィ
ヤ

N
仰

3
3
な
ど
の
制
度
を
分
析
劉
象
と
す
る
第
一
の
理
由
は
こ
う
し
た
問
題

関
心
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
・う
し
た
制
度
は
イ
ス
ラ
ム
の
初
期
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
イ
ス
ラ
ム
吐
曾
で
き
わ
め
て
多
様
な
役
割
、
機
能

を
持
ち
績
け
、

し
か
も
こ
の
制
度
に
関
し
て
豊
富
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
貫
し
た
親
離
で
そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
が
祉
舎
の
襲
容

を
理
解
す
る
上
で
有
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
制
度
は
ス

l
フ
イ
ズ
ム
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の

狙
い
は
そ
れ
を
思
想
史
の
枠
内
に
限
定
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
施
設
、
制
度
を
援
貼
に
し
て
ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
や
ウ
ラ
マ
l
集
圏

が
地
域
住
民
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
え
た
の
か
、
そ
の
施
設
、
制
度
と
政
治
擢
力
と
の
関
係
、
維
持
・
運
営
と
ワ
グ
フ
制
度
の
関
係
、
商

業
活
動
や
都
市
の
設
展
に
輿
え
た
影
響
、
な
ど
様
々
な
問
題
と
係
わ
る
祉
舎
制
度
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
制
度
を
扱
う
と
き
先
ず
用
語
が
問
題
と
な
る
。
史
料
中
に
は
、

リ
バ

1
ト
、
ラ
l
ピ
夕
、

ザ
I
ウ
ィ
ヤ
以
外
に
類
似
の
施
設
を

- 21ー

ヒ
ス
ン
閣
広
ロ
カ
ス
ル

O
忠
岡
マ
フ
リ
ス
宮
白
『
江
田
サ
ウ
マ
ア
羽
田
項
目
白
駒
田
ダ

l
ル
ロ
符
ハ
ル
ワ
同
F
巳
4
3
ハ
I
ン

カ
l

阿
住
吉
ρ
与
な
ど
多
様
な
表
現
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
上
の
比
較
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、

さ
す
言
葉
と
し
て
、

一
一
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
ま

で
の
モ
ロ

γ

コ
で
活
躍
し
た
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
を
主
た
る
劉
象
と
す
る
本
稿
に
於
て
は
、

一
一
世
紀
以
前
の
軍
事
的
砦
の
一
意
に
用
い
ら
れ
る

マ
フ
リ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
以
東
に
限
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
ハ
l
ン
カ
l
は
除
外
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
ザ
l
ウ

(

1

)

 

ィ
ヤ
が
二
一
世
紀
ま
で
の
マ
グ
リ
ブ
社
曾
で
ス

l
フ
ィ
l
・
聖
者
の
修
道
場
の
一
意
で
用
い
ら
れ
る
例
は
、
非
常
に
少
な
い
。

(

2

)

 

o
m
O同

m
g
富
田
円
宮
山
田
は
、

こ
と
の
多
い
ヒ
ス
ン

カ
ス
ル

コ
1
ラ
ン
の
中
で
用
い
ら
れ
た
リ
バ

l
ト
の
本
来
の
一
意
は
軍
馬
を
繋
ぎ
止
め
て
置
く
所
の
意
で
、

馬
と
結
び
つ
く
兵
士
た
ち
の
砦
、
避
難
所
等
の
一
意
と
な
り
、
や
が
て
異
数
徒
と
の
抗
争
の
必
要
性
の
低
下
と
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
護
展
に
と
も
な

い
敬
慶
な
信
者
の
修
道
場
や
ス
l
フ
ィ
l
の
信
院
の
一
意
に
襲
っ
て
い
く
と
き
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に

(

3

)

 

ラ
1
ビ
タ
の
語
、が
聖
者
の
隠
遁
所
の
一
意
で
用
い
ら
れ
た
、
と
述
べ
る
o
F
b
i
・

HMg話
ロ
明
白
「
何
・
は
西
方
世
界
で
は
、
ラ

I
ビ
タ
と
ザ
l
ウ
ィ
ヤ

そ
こ
か
ら
繋

21 

が
一
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
雨
者
は
リ
バ
I
ト
と
は
異
な
り
最
初
か
ら
軍
事
的
性
格
を
も
た
ず
、
聖
者
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と
い
う
。
要
す
る
に
最
初
期
の
一
意
味
を
別
に
す
れ
ば
、

や
弟
子
た
ち
の
謄
遁
所
出
2
5
E唱
で
あ
っ
た

ス
l
フ
イ
ズ
ム
の
護
展
と
と
も
に

リ
パ
l
ト
、
ラ
l
ビ
夕
、
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
の
三
つ
の
語
が
ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
の
道
場
の
意
で
ほ
と
ん
ど
同
義
語
で
用
い
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
に

於
て
、

F
b
i
-
-
J
0
4
3
2
-
と
の

g司

m
g
E
R
m田
町
田
の
見
解
は
一
致
す
る
。

(

4

)

 

一
方
〕

ω・
叶
ユ
5
5
m
y同
日
は
ス
I
フ
ィ
l
数
回
の
歴
史
的
護
展
遁
程
を
考
察
す
る
中
で
リ
バ
l
ト
や
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
に
も
言
及
し
た
。
す

ア
ラ
ブ
地
域
で
は
リ
バ
l
ト
を
、
ホ
ラ
l
サ

I
ン
地
方
で
は
ハ

1
ン
カ
l
、

な
わ
ち
①
八
世
紀
こ
ろ
の
遁
歴
型
の
禁
欲
主
義
的
修
道
者
が
、

ノ、

ル
ワ
、

ザ
I
ウ
ィ
ヤ
を
、
永
績
的
で
は
な
く
一
時
的
修
道
場
、
旋
宿
と
し
て
用
い
始
め
、
②
こ
れ
ら
の
施
設
は
一
一
世
紀
に
ス

l
フ
イ
ズ
ム
が

公
認
化
さ
れ
て
ス
l
フ
ィ
l
の
修
道
場
と
し
て
建
設
さ
れ
る
に
及
び
急
速
に
各
地
に
買
が
っ
て
い
き
、
③
一
三
世
紀
か
ら
は
ス
l
フ
ィ
I
敬
園

の
組
織
化
に
と
も
な
い
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
が
数
圏
の
シ
ャ
イ
フ

ω
r
a
r
r
の
道
場
、

修
道
士
た
ち
の
た
め
の
数
育
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
始
め
た

が
、
④
そ
の
一
方
、

ア
ラ
ブ
世
界
に
限
っ
て
い
え
ば
ハ
l
ン
カ
ー
は
ス
l
フ
ィ
l
の
宿
舎
と
な
り
、

リ
バ

1
ト
は
必
ず
し
も
ス
l
フ
ィ
I
の
施

22ー

設
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
結
局
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
制
度
が
敬
園
施
設
と
し
て
他
を
匪
倒
し
て
損
大
、
設
展
し
、
⑤
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
数

圏
と
聖
者
が
結
び
つ
き
、
聖
者
崇
拝
思
想
へ
の
遁
が
聞
か
れ
た
、
と
説
明
す
る
。

(
5〉

ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
行
政
顧
問
で
あ
っ
た
宮
芯

YEH-∞
巴
在
日
も
モ
ロ
ッ
コ
の
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
(
リ
バ
I
ト
等
の
一
意
一
も
含
め
て
〉
制
度
と

ス
l
フ
ィ
I
数
圏
の
歴
史
を
跡
づ
け
、
①
九
|
一
二
世
紀
、
②
一
三
世
紀
、
③
一
三
l
一
五
世
紀
、
④
一
五
|
二

O
世
紀
の
四
つ
に
時
代
医
分

第
①
の
時
期
は

E
sー
か

ら

〉

Z

E包
百
ロ
及
び
メ

E
巳・
0
包
町
田
乙
H
E
E
に
至
る
時
期
に
あ
た
る
。

し
た
。

ス
l
フ
ィ

l

・
聖

者
、
ウ
ラ
マ
ー
な
ど
が
異
端
の
撲
滅
、
布
教
、
数
育
を
目
的
に
比
較
的
進
境
の
地
、
例
え
ば
〉
岳
、

〉
E
g
g旬
、
叶
凶
作
な
ど
に
-
初
期
の
リ
パ

ー
ト
を
建
て
、

や
が
て
そ
こ
か
ら

ω『
尺
若
宮
ヨ
ロ
(
〉
N

曲
目
白
口
町
)
と
〉
ヨ
島
町
守
口
ロ
(

1

『H
C
と
い
う
初
期
ス
I
フ
ィ
l
敬
園
が
形
成
さ
れ

た
。
第
②
の
時
期
に
は
〉

E

E
包
ヨ
ロ
と
彼
の
弟
子
た
ち
を
起
源
と
す
る
諸
数
圏
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
①
、
②
の
時
期
に
結
成
さ
れ
た
初

一
五
世
紀
こ
ろ
ま
で
で
断
絶
し
た
。
第
③
は
今
世
紀
ま
で
存
績
し
た
マ
グ
リ
ブ
の

期
数
圏
の
ほ
と
ん
ど
全
て
は
、
後
肢
ま
で
存
績
せ
ず
一
四

ス
l
フ
ィ
I
数
圏
の
系
譜
の
上
で
、

ほ
と
ん
ど
全
て
に
影
響
を
興
え
て
い
る
弘
・

ωy包
E
町
か
ら
巳

'FN口
町
ま
で
で
、

こ
の
時
期
に
は
新
し



い
敬
圏
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
第
④
は
巳
白
血
N

ロ
ロ
か
ら
今
世
紀
ま
で
で
、
こ
の
時
期
は
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
リ
フ
イ
ズ
ム

ω『
同
己
防
由
自
の
隆
盛
の

時
代
で
あ
る
。
巳
・

ω冨
昏
庄
の
流
れ
を
く
む
巳
山
田
N

口
町
系
諸
敬
圏
や

O
包
日
系
、

d
E
E
系
の
諸
数
圏
が
各
地
に
建
設
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
叶
ユ

szmr問
自
も
冨
ぽ
}
岡
田
区
凶
'
切
四
日

E
円
四
も
ス

1
フ
ィ

l
数
圏
の
歴
史
的
考
察
の
中
で
リ
バ

l
ト
や
ザ

l
ウ
ィ
ヤ
を
扱
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
後
者
の
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
行
政
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
細
か
な
事
賓
の
分
析
よ
り
も
現
賦
分
析
の
た
め
の

見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
諸
研
究
は
用
語
上
で
あ
れ
、
制
度
上
で
あ
れ
ス

I
フ
イ
ズ
ム
と
ス
l
フ
ィ
l
数
圏
の
枠
に
強
く
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
劃
し
、

本
稿
は
先
皐
の
研
究
成
果
を
縫
承
す
る
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
バ
l
ト
そ
の
他
の
制
度
を
ス

1
フ
イ
ズ
ム
と
ス
l
フ
ィ

1
数
圏
の
歴
史

と
い
う
狭
い
範
圏
広
限
定
せ
ず
、
園
家
権
力
と
の
関
係
や
地
域
社
舎
の
形
成
に
は
た
す
役
割
な
ど
、
社
曾
全
瞳
を
把
え
直
す
覗
貼
か
ら
こ
の
制

考
察
の
主
た
る
封
象
は
)
二
世
紀
(
一
部
、

二
世
紀
末
と
三
官
紀
初
を
含
む
〉
の
マ
グ
リ
プ
|
|
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ

- 23ー

度
を
考
察
し
て
み
た
い
。

の
領
域
が
大
部
分
ー
ー
で
あ
る
。地

理
書
、
年
代
記
の
中
の
一
一

l
一
二
世
紀
の
リ
バ

l
ト
そ
の
他
の
事
例

本
稿
の
主
要
史
料
は
後
述
す
る
と
E

吋
E
E
8
8
R
¥
と
い
う
俸
記
集
で
あ
る
が
、
分
析
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
地
理
書
と
年
代
記
を
用
い

て
一
一
ー
一
二
世
紀
の
マ
グ
リ
ブ
に
存
在
し
た
り
バ

l
ト
と
そ
の
関
連
制
度
の
考
察
を
し
て
お
こ
う
。

(
6〉

マ
グ
リ
プ
地
域
に
最
初
に
リ
バ

1
ト
が
建
設
さ
れ
た
の
は
八
世
紀
末
の
ス

1
サ

ω官
同
で
、
こ
の
後
チ
ュ
ニ
ジ
ア
海
岸
各
地
に
建
設
の
波
が

23 

贋
が
っ
て
い
っ
た
。
異
教
徒
で
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
勢
力
や
ベ
ル
ベ
ル
部
族
と
の
抗
争
(
ジ
ハ

1
ド
〉
の
た
め
の
軍
事
的
援
勲
、

ち
砦
、
避
難
所
、
雲
棲
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
留
る
者
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
以
上
は
、
祈
り
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
。
従
っ
て
早
く
か

(

7

)

 

ら
、
こ
の
施
設
に
は
兵
士
だ
け
で
は
な
く
、
敬
慶
な
信
徒
や
修
道
者
@
住
吉
た
ち
が
住
み
つ
い
て
い
た
。

(

8

)

 

の
』
C
H
N
H
N
W
Q
N
a
足
お
お
N
H
.
b
g
Q
h
H
N
E
足
む
さ
N
H
h
b
(

一
O
六
七
/
六
八
年
こ
ろ
執
筆
〉

そ
れ
は
、

す
な
わ

一
一
世
紀
の
地
理
撃
者
ア
ル
・
バ
ク
リ
ー
と
印
岳
民

の
中
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に
八
世
紀
末
以
降
建
て
ら
れ
た
多
数
の
リ
バ

l
ト
等
の
用
語
が
み
え
る
。
そ
れ
ら
を
拾
い
出
し
、
地
圏
中
に
配
置
し
て
み
る
と
(
園
1
〉、

し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
地
中
海
岸
及
び
大
西
洋
岸
に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(
以
下
本
稿
で
は

B
1番
銃
で
表 見

一一小〉。こ
の
こ
と
は
、
こ
う
し
た
施
設
が
ま
ず
何
よ
り
も
イ
ス
ラ
ム
の
布
敬
、
披
大
の
軍
事
的
援
貼
、

つ
ま
り
異
教
徒
と
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
位
置

す
る
戦
略
基
地
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

ア
ル

・
バ
ク
リ
ー
が
執
筆
し
た
一
一
世
紀
中
ば
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
性
格
、
機
能
は
初
期
の
そ
れ
と
大
き
く
饗
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
禁
欲
主
義
者

(
N
島
正
口
口
)
、
聖
者
お
住
吉
岡
)
、
敬
慶
な
信
徒

2
5
Z
H〉
、
修
道
士
(
宮
口
円
削
rx口
口
)
ら
の
居
住
地
、

隠
遁
所
(
云

5
2ロ〉〔
B
1
2
、
4
、
8
、
目
、
加
〕
、
定
期
市
の
開
催
〔
B

目
、
加
〕
、
凶
与
口
同
仰
ゅ
の
祭
の
開
催
所
〔
B
|
2
、
目
、
幻
〕

な
ど
非
軍
事
的
機
能
が
め
だ
っ
。
ま
た
∞

E
目
立
(
即
日
目
立
。
〉
〔
B
1
8
〕
の

O
と
〆
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
河
口
自
の
攻
撃
を
受
け
た
時
は
砦

(

9

)

 

佃
Z
ロ
と
し
て
機
能
す
る
が
、
そ
う
で
な
い
時
は
聖
者
向
山
山
口
廿
た
ち
の
リ
バ

l
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
例
は
、
リ
バ

l
ト
の
軍
事

的
機
能
の
低
下
を
如
買
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

- 24ー

ア
ル
・
バ
ク
リ
l
の
記
述
中
、
H
N

帥
宮
門
曲
、
が
二
例

(
B
l
4
と
四
、
た
だ
し
4
は
複
数
形

m
g、問『
5
み
え
る
。

B
l
M
の
同
日
以
色
丹
の
ラ
l
ピ

タ
は
異
端
の
回
同
E
m
r
d品
作
曲
部
族
と
の
鞍

(
H
四
五
一
/
一

O
五
九
〉
で
殉
教
し
た
ム
ラ
I
ビ
ト
運
動
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
臣
ロ
ペ

r
g
の
墓

。
国
ゲ
円
に
附
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
は
『
彼
の
墓
に
は
、
今
日
、
巡
瞳
者
の
訪
れ
る
富
山
印
r
r包
(
墓
廟
〉
と
人
々
で
満
ち
あ
ふ
れ
た

(

凶

)

H
N

与
広
曲
が
あ
る
』
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
が
巡
躍
者
を
牧
容
で
き
る
建
物
(
ラ
1
ピ
タ
〉
を
も
っ
墓
廟
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
ア
ル
・
バ
ク
リ
I
の
執
筆
年
が
一

O
六
七
/
六
八
年
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
殉
数
後
十
年
も
し
な
い
う
ち
に
、
墓
に
、
巡
躍
者
で
賑
わ
う
ラ

ー
ビ
タ
が
併
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
東
方
の
ス

1
フ
イ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
る
前
で
あ
り
、

ベ
ル
ベ
ル
族
の
墓
崇
拝
と
の
関
係
を
想

起
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

〉
色
白
〔

B
l
m〕

の
リ
バ
l
ト
は
ノ
ル
マ
ン
人
目
ゲ
冨
と
官
の
侵
入
に
備
え
て
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

本
来
は
軍
事
的
機
能
を
も
っ
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アンダルス

中t也

⑪ 

Rabat 

大

百

i半

①， 
• Marralくush

五sflム⑬
、⑪

匂?

Ribat 

al・Bakriの史料にみえる Ribat等の分布〕

Sufaqus: Ribatat (中に MaQ.ris)
al・Munastir:MaQ.ris. (al・Munastirの近くに5つの MaQ.ris)
Khafanas: Mahris Ribat 
Susa: (域内)MaQ.aris. Rawabit. Majami' lil-$aliQ.in. (域外)-MaQ.ris.

(=Mawi lil-Akhyar wal-号aliQ.in)
Tunisのすぐ南 :Ribat al-l;Iama 
Bizerte-Tunis関:Ribat Qa号rAbi al-$aqr. (Marsa) Ribat Qa~r al・l;Iajjamin

al-Qartajanna: Ribat 
Banzart (Bizerte) : Ribatat (lil-$aliQ.in) 

Sharshal: Ribat 
Marsa Maghila Ribat 

Arzaw: Ribat 

Nadruma: Ribat. 2 つのl;Ii~n

Akdal: Ribat Nakur 
Marsa Bab al-Yamm: Ribat 

Jabal Ashbartal: Masjid Ribac 

Asila: Ribat 

Tashummis: Ribat 

Karifalt: Rabita 
(Marsa) Quz: RibaC 

Massat: Ribat 
al-Qayrawan: Ribat 
l;Iammamatから12"<'イノレ:Dar al・Murabitin

- 25ー

〔掴(1)

①

②

③

④

 

⑤
⑤
⑦
⑤
⑨
⑮
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑮
⑪
⑬
⑬
③
@

@
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も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ア
ル
・
パ
ク
リ
l
は
『
人
々
は
各
地
か
ら
そ
こ
に
交
替
の
任
務
に
つ
く
た
め
や
っ
て
来
る
。
そ
こ
で
は
年
に
三
回
、

彼
ら
の
集
ま
る
時
に
、
す
な
わ
ち

E
B主
E
月
、
ロ
百
回
-
'
司
王
同
月
一

O
目
、
民
同
印
吉
吋
仰
w

の
日
に
大
市

ω
Z
H
E
M
-〆
が
開
催
さ
品
川
日
戸

と
述
べ
、
恐
ら
く
は
任
務
の
交
替
期
に
開
か
れ
た
市
に
強
い
閲
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
れ
自
盟
が
決
し
て
軍
事
中
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
。

一
一
世
紀
中
ば
過
ぎ
の
リ
バ

l
ト
の
機
能

」
の
よ
う
に
ア
ル
・
パ
ク
リ
!
の
地
理
書
か
ら
は

一
一
世
紀
中
ば
過
ぎ
に
は
初
期
の
軍
事
要
塞
型
の
リ
バ

l
ト
の
表
退
と
鑓
質
、
禁
欲
主

義
者
や
聖
者
た
ち
の
隠
遁
所
、
修
道
場
と
し
て
の
機
能
の
設
展
、
墓
廟
型
の
ラ
l
ビ
タ
の
建
設
の
開
始
な
ど
が
確
認
で
き
た
。

(

ロ

〉

‘

先
ず
イ
ド
リ
l
シ
l

巳

'E己
巴
の
地
理
書
の
分
析
か
ら
始
め
る
。

績
い
て
一
二
世
紀
の
朕
況
で
あ
る
が
、

彼
は
一
一
一
六
l
一
七
年
こ
ろ

マ
グ
リ
プ
、

ア
ン
ダ
ル
ス
地
方
を
放
し

一
一
五
四
年
こ
ろ
に
執
筆
し
た
の
で
、
そ
の
書
は
一
二
世
紀
-
初
め
の
朕
況
を
停
え
た
も
の
と
言
え
る

が
、
リ
バ
l
ト
等
の
記
述
は
極
端
に
少
な
い
。
白

]

l

冨

E
g日
に
つ
い
て
守
こ
の
町
に
は
三
つ
の

0
3
7が
あ
り
、
そ
こ
に
は
信
心
深
い
人
々

(
0
2
B
E
玄ロ
S
〆
r
z
Eる
が
住
む
。
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
主
£
「
)
も
彼
ら
の
果
樹
や
居
住
地
に
害
を
興
え
な
い
。
同
-
・
宮
島
岳
苫
の
住
民
た
ち

(

日

)

は
死
者
を
小
舟
で
こ
の
場
所
ま
で
運
び
、
埋
葬
す
る
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
従
来
の
軍
事
的
砦
が
墓
を
併
設
し
た
修
道
場
に
饗
質
し
た
こ
と

(
H
A
)
 

を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
白
日
目
印
ヨ
況
か
ら
二
一
マ
イ
ル
の
地
こ
ま

O
印
有
色
・
冨
日
同
宮
古
口
が
あ
り
、
ま
た
同
ロ
虫
巴
と
い
う
村

(
日
)

晶

.

(

山

山

(

が
り
削
同
同
】
・
冨
ロ

B
r
x
z
と
呼
は
れ
て
い
た
、
な
ど
の
事
例
も
他
の
史
料
例
か
ら
判
断
し
て
修
行
、
敬
育
的
性
格
の
強
い
施
設
で
あ
っ
た
と
言

- 26ー

え
よ
う
。

(

ロ

〉

イ
ド
リ
1
シ
ー
も
ラ
l
ビ
タ
の
事
例
を
三
つ
報
告
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
ア
ン
グ
ル
ス
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
開
町
四
川
の
河

(

四

〉

秀
で
た
人
々

(
0
2一
日
〉

rr百
円
)
が
守
っ
て
い
た
、

口
か
ら
西
へ
一
六
マ
イ
ル
の
地
に
あ
っ
た
月
前
玄
宮
間

g
r同
町
は
美
し
く
堅
固
で
、

あ
る
。
ま
た
〉
]
5
2
2
か
ら
東
方
へ
一
日
行
程
の
地
に
あ
っ
た
月
同
宮
古
に
は
兵
舎

(ogる
が
あ
り
、
見
張
の
人
々

(
0
2『

B
伺
ロ
叶
叶
削
臼
)
が

(
刊
日
)

い
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
明
ら
か
に
軍
事
的
砦
を
一
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
絶
え
ず
異
数
徒
と
の
抗
争
が
く
り
返
さ
れ
る
ア
ン
ダ

ル
ス
の
特
殊
な
朕
況
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
イ
ド
リ
l
シ
l
の
記
述
か
ら
も
、

と

二
世
紀
マ
グ
リ
ブ
地
方
に
お
け
る
軍
事
要
塞
型



リ
バ

1
ト
の
衰
退
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

(

初

)

イ
ド
リ
l
シ
ー
よ
り
後
の
一
一
九
一
年
こ
ろ
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
著
者
不
詳
の
地
理
書
(
討
同
匙
と

-E去
削
る
か
ら
も
今
ま
で
と
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
が
俸
え
る
い
く
つ
か
の
リ
バ

l
ト
の
銃
述
は
ア
ル

一
バ
ク
リ
l
の
そ
れ
と
類
似
し
、
そ
の
性
格

(

幻

)

(

忽

)

は
定
期
市
宮
担
当
巴
自
の
開
催
所
で
あ
っ
た
り
、
敬
慶
な
人
々

ω些
-vE
の
隠
遁
所
呂
田

Y3
ロ
で
あ
っ
て
、
軍
事
的
色
彩
は
極
め
て
薄
い
。

一
方
、
年
代
記
に
な
る
と
一
一

l
一
二
世
紀
の
リ
パ

1
ト
等
の
施
設
に
つ
い
て
の
情
報
を
ほ
と
ん
ど
惇
え
て
い
な
い
。
曲
目
・
∞
ミ
仏

rz
の
年

(

幻

)

代
記
に
は
二
例
の
み
み
え
る
。
最
初
の
例
で
は

F
口
、
吋
口
自
民
門
が

H
五
一
五
年
担
σ忠

Z
R
m
y同
で
パ
イ
ア
を
受
け
た
と
述
べ
る
。
こ
こ
は

彼
の
故
郷

G
5
N
と
い
う
村
で
あ
り
、
こ
の
リ
バ

l
ト
は
周
迭
の
ベ
ル
ベ
ル
族
を
イ
ス
ラ
ム
化
す
る
た
め
の
接
貼
〈
軍
事
的
機
能
を
か
ね
た
宗

H
五
四
四
/
一
一
四
九
|
五

O
年
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
に
よ
る
粛
清

ロ
町
民
の
記
述
で
マ
ラ
ケ
シ
ュ
近
く
に
担
σ母
国
民

5
5
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
性
格
も
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
と
目
ミ
ミ
芯

(
M〉

に
は
、
リ
バ

l
ト
を
聖
戦
の
一
意
で
用
い
た
例
以
外
は
見
出
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
政
治
的
、
軍
事
的
事
件
を
中
心
に
記
録
し
た
年
代
記
に
リ

ハ
l
ト
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
上
述
の
剣
断
、
す
な
わ
ち
そ
の
軍
事
的
機
能
の
衰
退
を

致
、
数
育
施
設
〉
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

定
か
で
は
な
い
。

も
う
一
つ
は
、

-27ー

裏
附
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

b
N
・
吋
宮
古
尽
き
一
定
し
可
の
中
の
リ
バ

l
ト
と
ラ
1
ビ
タ

一
二
世
紀
前
牢
の
マ
グ
リ
プ
吐
舎
で
は
ム
ラ
l
ビ
ト
朝
支
配
下
で
の
マ

I
リ
ク
涯
法
撃
者
に
よ
る
巌
し
い
思
想
統
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(

お

)

と・の}同国
N

同
町
や
ア
ン
ダ
ル
ス
の
ス
I
フ
ィ

1
の
影
響
を
受
け
た
ス

l
フ
イ
ズ
ム
の
運
動
が
活
設
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
、
ベ
ル
ベ
ル
部
族

(

お

)

民
の
多
く
は
土
俗
的
信
仰
を
保
持
す
る
か
、
あ
る
い
は
未
熟
な
ム
ス
リ
ム
と
い
っ
て
よ
い
朕
態
に
あ
り
、
彼
ら
に
劃
す
る
ス

l
フ
ィ

i
・
聖
者

2:l 

や
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
の
布
教
、
数
育
の
努
力
は
王
朝
擢
力
と
は
無
関
係
に
組
織
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
動
き
は
一
二
世
紀
後
半
以
後
の
ム

ワ
ヅ
ヒ
ド
朝
下
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。



28 

〈

幻

)

白
「
叶
包
ニ
刊
の
と
‘
叫
]
g
v
b
民
認
ミ
¥
N
N
ぬ
河
合
.
ミ
b
N
a
吋
b
h
b
g
H
e
R
H
，
と
よ
ば
れ
る
博
記
集
は
こ
う
し
た
ス

1
フ
ィ

1
・
聖
者
た
ち
の
活
動
を
克
明

(
お
)

に
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
モ
ロ
ッ
コ
地
方
で
活
躍
し
た
二
七
七
人
飴
の
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

(

明

日

)

後
牢
の
人
を
数
名
含
む
他
は
大
部
分
が
一
二
世
紀
の
人
々
で
あ
る
。

一
一
世
紀

ま
た
著
者
の
執
筆
開
始
時

H
六
一
七
年

ω
Z，
r
E
月
/
二
一
一
一

O
年
一

O
月
一
日
一

O
月
二
九
日
嘗
時
、
生
存
中
の
者
は
の
ぞ
か
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
地
理
書
や
年
代
記
に
は
、

一
二
世
紀
の
リ
バ
ー

ト
や
ラ
I
ピ
タ
に
つ
い
て
の
言
及
は
乏
し
い
が
、
こ
の
博
記
集
は
そ
の
貼
異
例
と
思
え
る
程
豊
か
な
情
報
を
俸
え
て
く
れ
る
。
と
・
吋
E
E
S
S
E
¥

の
中
で
確
認
で
き
る
リ
バ

I
ト
そ
の
他
の
敷
は
、

H
N
F丘
が
一
一
、
河
川
同
笠
宮
が
一
一
、
ロ
符
が
二
、

mugS白
〆
が
二
、
同

E
Z白
が
て
の

計
二
七
で
あ
る
。
先
ず
そ
れ
ら
の
性
格
や
機
能
を
個
々
に
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

A
V

、

}

。
リ

/
l
ト

③ 

〔、吋・匂・出品〕

- 28ー

HNF副
市

HV三凶
HHH(叉
は
目
印
刷
口
)

こ
れ
は
〉
N

由
自
白
骨
に
あ
っ
た
リ
バ

l
ト
で
〉
σ
P
N
白
r
R
H
B〆
]
目
羽
田
口
『
山
首
(
訓
史
料
中
の
通
し
番
続
。
以
下
同
様
)
が
こ
こ
に
擦
っ
て
い
た
。

彼
は
〉
吉

ωrcaaσ

に
一
一
年
間
仕
え
、
祈
願
ロ
ロ
ベ
に
答
え
ら
れ
、

唾
液
で
病
気
を
治
す
こ
と
の
で
き
る
ス
l
フ
ィ
ー
と
し
て
知
ら

れ
、
こ
の
地
で

H
六
O
一
/
一
二

O
四

l
O五
年
浸
し
た
。

リ
バ

l
ト
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
わ
か
ら
な
い
が
、
〉
B
E
B
R
の

(
鈎
)

地
は
〉

E
ω
}三
曲
芸
の
居
住
地
で
、
彼
の
も
と
に
多
く
の
弟
子
や
祈
願
を
求
め
る
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

E
r
u
h
叶
1
2
f円〔、『・

3
・
N
S
I
N
H
Y
お
ω
l
N
ω
p
b。〕

こ
れ
は
叩

g
E
V
族
の
地
〉
S
B
B
D同
地
方
の
と
山
色
丘
同
の
南
叶
♂
自
由
同
門
(
、
吋
与
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
の
玄
口
三
ミ
〉

Ez--曲『)

(

況

)

に
あ
る
リ
バ

l
ト
で
あ
る
。

HZa〉
E
白「長円山
H
B
釦

-
-
N
S
H
E
Dユ
の
侍
え
る
俸
承
に
よ
れ
ば
、
叶
刊
行

g
f同
の
起
源
は
一

O
世
紀
に
ゲ
日
間
J
-

が
定
住
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
彼
が
土
地
の
娘
と
結
婚
し
名
家
〉
日
∞

E
円
(
ベ
ル
ベ
ル
語
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の

ω
F
a
E
に
同
じ
)
家
の
先
祖
と
な
っ

@ 



siId b.|Amghar 

Isma‘il 

Abu Ja'far IsJ:_，aq 

Abu‘Abd Ailah Muhammad 

| (リんトの管酷

Abu‘Abd al-Khaliq 
‘Abd al-'Azim (リパートの管理〉

Abu al-I:Iasan 
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(

花

〉

Abu Ya'qub 
Yusuf 

r、
251 、J

‘Abd al-Salam 
〆町、

87 
、ーノ

た
。
息
子
の
〉

z
r
t同阿国
f
E
の
代
の
一
一
世
紀
末
こ
ろ
最
初
の
モ
ス
ク
が
建
設
さ
れ
た
。

リ
バ

l
ト
は
彼
の
子
〉
げ
ロ
メ
ゲ
仏
〉
=
帥
r
(万
〉
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
現
在
の
冨

2-a

〉
-L己
zr
の
地
名
は
彼
の
名
に
由
来
し
て
い
る
。

系
園
は
史
料
に
よ
っ
て
〉
B
m
E『
家
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
万
)
は
〉
σロ
ωrgaaσ

と
同
時
代
人
で
、
す
ぐ
れ
た

ω包
手
で
あ
り
こ
の
リ
バ

I
ト
を
管
理
し
て
い
た
。
彼
の
指
示
に
よ

管
理
擢
は
息
子
の
〉

E
R〉
σ仏
乙
・
阿
ハ
ゲ
削
-Z
に
櫨
承
さ
れ
た
。

り

こ
の
家
か
ら
は
(
釘
〉
や

Amghar家

(
別
)
は
大
饗
敬
愛
さ
れ
た
人
で
、
そ
の

(

犯

)

た
め
彼
の
葬
儀
に
は
お
よ
そ
一
五

O
O
Oの
人
々
が
参
列
し
た
と
い
わ
れ
る
。

(
別
)
の
よ
う
な
ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
も
生
ま
れ
た
。

『
こ
れ

系園

こ
の
リ
バ
l
ト
の
考
古
率
的
調
査
を
行
な
っ
た
国
・
回
白
回
目
立
と
出
・
叶

2
2師
自
は
、

は
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
・
〉
σ門
目
白
戸
宮
尺
5
5
に
よ
っ
て
∞
R
m
r同
省
削
山
由
族
が
完
全
に
服
従
さ
せ

ら
れ
た
後
の
一
二
世
紀
中
ご
ろ
、
モ
ロ
ッ
コ
地
方
の
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
は
イ
フ
リ
キ
ヤ
で

の
ノ
ル
マ
ン
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
侵
略
を
俸
え
聞
き
、
そ
の
脅
威
を
感
じ
た
〉
g
m
r町
家

〈

お

〉

の
人
々
に
よ
っ
て
要
砦
と
し
て
建
て
ら
れ
た
』
と
の
べ
て
い
る
。

- 29ー

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
リ
バ
l
ト
は
ス

1
フ
ィ

I

・
聖
者
の
聖
戦
思
想
を
背
景
に
し
た
建
設
と

名
家
に
よ
る
管
理
、
さ
ら
に
恐
ら
く
は
彼
ら
の
周
漫
部
族
民
に
劃
す
る
影
響
力
の
大
き
さ
な
ど
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

N
F
g
〉
師
向
同
(
又
は
〉
回
『
叫
〉

こ
れ
は
〉
弘
同
(
現
在
の

F
S
に
あ
る
リ
バ

l
ト
で
恐
ら
く
は
〉
ゲ
ロ
冨
五
5
5
5包
却
包
手
に

(

川

品

)

よ
っ
て
一
三
世
紀
初
め
こ
ろ
建
て
ら
れ
た
。
彼
は
著
者
の
執
筆
時
、
生
存
中
で
あ
っ
た
た
め
、
彼

@ 

〔
叶
・
宅
・
出
・
む

N
l品
ωω
・
ABC〕



30 

の
俸
記
は
濁
立
し
て
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が

『
執
筆
時
に
生
存
中
の
者
は
採
録
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
〉
吉
宮
ロ
}
話
回
目
邑
ω
包
子

ー

(

お

)

の
よ
う
な
偉
大
な
者
も
い
る
。
彼
は
現
在
、
自
ゲ
凶
作
〉
印
『
刊
に
住
ん
で
い
る
』
と
例
に
あ
げ
ら
れ
る
程
有
名
な
ス

l
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は

〉
印
片
岡
の
海
岸
近
く
に
あ
っ
た
列
同
乞
官
、
吋
帥
B
R
ロ
己
⑪
で
修
行
し
て
い
た
が
、
や
が
て
自
ら
リ
バ

l
ト
を
建
設
し
た
。
〉
E
N
共
同
巳
同
向

w

(
加
)
は
こ
の
リ
バ

l
ト
に
彼
を
訪
ね
た
と
き
、
彼
の
弟
子
た
ち
吋
白
]
向
B
E
r
が
巧
吉
凶
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
目
撃
し
て
い
る
。
ま
た

〉
ゲ
ロ
冨
己
廿
一
一
白
B
B
包

a

〉
ゲ
円
四
回
目
白
司

2
ρ
(削
)
も
こ
の
リ
バ

l
ト
に
滞
在
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
E
E
山
〉
ち
は
著
者
の
執
筆
時
、
多
く
の
ス

l
フ
ィ

I
・
聖
者
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
活
動
の
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

E
g
m
H
，
E
g
g
吋
白
宮
門
〔
叶
・
忍
-
M
M
ω
1
N
N
G〕

こ
れ
は
り
z
r
z
z
族
の
地
に
あ
っ
た
り
バ

l
ト
で
、
k
r
r
ロ
冨
z
f
曲
目
白
色
N
E
M
B
R
(
均
)
が
し
ば
ら
く
の
聞
滞
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
彼
は

H
五
五
五
/
一
一
六

O
年
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
時
彼
の
バ
ラ
カ
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
こ
に
埋
葬
す
る
か
で
争
い
が
お
こ
る
程
の

@ 
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人
で
あ
っ
た
。

⑤ 

担
富
山
富
己
巳
営
ロ
〔
吋
・
匂
・ω
∞∞〕

こ
れ
は
女
性
聖
者
C
B
B
メ
丸
日
吋
吐
血
N
N
仰
円
(
川
)
が
操
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

① 

H
N
F
丘
団
F
F
白
B
〔
同
，
・
匂
-
H
U
N〕

(

お

)

こ
れ
は
出
g
w
R
同
族
の
地
に
あ
る
リ
バ

l
ト
で
、

法
皐
者
で
あ
り
聖
者
向
山
山
口
f
で
あ
っ
た

出
g
E
2
(
訂
)
が

H
五
四

O
/
一
一
四
五
|
四
六
年
死
ん
だ
と
き
、
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。

〉
σ日
宮
口
r
g
M
g
包
〉
ゲ
口
同
一
・
〉
ヨ
削
口
問
}

a

但
停
印
同
H

H

(

知
恵
包
r
目
白
の
複
数
形
)
と
い
う
名

か
ら
す
る
と
、
こ
こ
は
皐
問
的
修
行
、
敬
育
の
場
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑧ 

ヨ
ゲ
削
m
g
停
町
〔
叶
・

3
・
臼
u
p
巴∞
l
H
N
F
N
H
∞l
N
H
P
N
R
ω
民
|
ω
H
N
ω
2
1
8
9
ω
8
1
8
0
・
ω
旦
ω
∞p
g
p
A
o
p
b
品
|

""" t完こ
の
リ
バ

l
ト
は

巧
包
問
、
H
，
u
ロ
回
目
伊
川
に
沿
っ
た
、
今
日

巴
門
日
目
ω
『
M
M
F
2
と
よ
ば
れ
る
村
に
あ
り
、

そ
の
由
来
や
性
格
に
つ
い
て
比
較
的



『
聖
者
た
ち
〉
司
-
片
山
込
は
毎
河
印

B
間
合
ロ
月
に
は
百
富
市

ω
E
E円
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は

d
Aゲ同ゲ・
2
邑一供

の
部
下
の
一
人

ω
E
E円
が
死
ん
だ
所
で
、

J門主
仙

σ・
冨
色
刷
ロ
白
-
a
M
N

白
』
円
同
出
が
リ
バ
l
ト
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

J
p
t
は
異
教
徒
の

(

釘

〉

彼
ら
の
太
鼓
は
今
日
で
も
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
』
と
巳
・

多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

切回

Hmgd『
削
押
印
族
と
戦
う
こ
と
を
常
と
し
、
何
度
か
彼
ら
へ
の
聖
戦
を
行
な
っ
た
。

著
者
の
執
筆
時
、
こ
の
リ
バ
l
ト
は
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
た
ち
の
活
動
の
接
貼
で
あ

っ
た
。
毎
ラ
マ
ダ
l
ン
月
に
は
、
恐
ら
く
特
別
大
規
模
な
集
圏
で
の
修
行
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
賓
際
に
、
著
者
自
身
、

H
六

O
三
年

吋
包
一
二
回
が
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ラ
マ
ダ
I
ン
月
に
聖
者
た
ち
ヲ
ふ
丘
町
の
一
圏
と
と
も
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
か
ら
こ
の
リ
バ

I
ト
を
訪
れ
、

(

お

)

い
た

二
六
日
の
夜
ま
で
こ
こ
に
滞
在
し
て

こ
こ
に
リ
バ
l
ト
を
築
い
た
の
は

H
四
世
紀
末
ハ
一
-
世
紀
初
〉
で

J

門
主
仰
が
出
向

mzd唱
曲
作
同
族
に
劃
す
る
載
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、

(ω
〉

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
こ
の
地
で
ベ
ル
ベ
ル
族
に
劃
す
る
戟
で
殉
敬
し
た

ω『同
E
H
を
稿
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
リ
パ
I

本
来
異
数
徒
に
謝
す
る
布
数
と
聖
戦
の
援
貼
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

- 31ー

ト

は

一
三
世
紀
初
に
は
回
日

mzd『
帥
押
印
族
の
多
く
は
イ
ス
ラ
ム
に
服

従
し
て
い
た
の
で
、

リ
バ
l
ト
の
軍
事
的
機
能
は
ほ
と
ん
ど
喪
失
し
て
い
た
が
、
こ
こ
が
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
た
ち
の
活
動
の
一
大
接
貼
と
な

っ
た
背
景
に
は
、

イ
ス
ラ
ム
の
布
数
と
鞍
に
果
た
し
た
リ
バ
l
ト
の
歴
史
の
及
ぼ
す
影
響
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
リ
バ

I
ト
で
の
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
た
ち
の
活
動
の
様
子
を
具
睦
的
に
み
て
み
る
と
、
〉
ゲ
ロ
冨
ロ
ザ
白

g
g包
メ

-E
曲目'伺

2
ρ
(川〉

が

〉

宮

司

E
X
E円
(
山
〉
や
法
同
学
者
〉

E
H
r
H仰
E
B
と
こ
こ
を
訪
れ
た
時
、

k
r
z
z
c
f
g
M
B包
の
弟
子
で

Z
Z
B
E同
部
族
の
人

(

必

)

々
が
り
ロ
ベ
を
あ
げ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
こ
と
、
〉
σロ
メ
ケ
門
同
〉
ロ
仰
}
戸
(
山
〉
は
こ
の
リ
バ
l
ト
に

ω包
F
Y
ロ
ロ
を
求
め
に
行
っ
た
こ
と
、

a
H

回
同
ゲ
・
宮
口
凹
仰
と
い
う
ス

1
フ
ィ

l
・
聖
者
が
弟
子

〉
ゲ
ロ
宮
口
廿
曲
目
B
包
と
・
N
R
r
D
E
(
川
)
は
リ
バ
l
ト
に
数
日
間
滞
在
し
た
こ
と
、

(

円

札

)

(
玄
日
正
)
を
一
人
伴
な
っ
て
こ
の
リ
バ
l
ト
を
訪
れ
、
断
食
修
行
を
行
な
っ
た
こ
と
、
〉
ゲ
ロ
豆
町
富
山

-F
や
〉

E
A
B
H削
ロ
冨
回
目
仰
や
〉
吉

(

必

〉

曲目・
a

〉
vr帥
印
が
滞
在
し
た
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。

31 

こ
う
し
た
様
々
な
事
貫
か
ら
、
こ
の
リ
バ

I
ト
に
多
数
の
ス

l
フ
ィ

I

・
聖
者
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
史
料
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〉
ゲ
ロ
白
て
〉
ゲ
ゲ
倒
的
や
〉
σ口

は
一
一
層
興
味
深
い
。

そ
れ
は
女
性
聖
者

冨
己
ロ
ミ
ヨ

(
H
五
九
五
/

二

九
八
|
九
九
波
)

(
川
)
に
闘
し
て
で

メ
正
〉
口
同
r
宮
口
]
E
B
B包
は
著
者
に
、
彼
女
は
こ
の
リ
バ

l
ト
で
多
数

の
弟
子
た
ち
を
指
導
し
て
お
り
、
〉
吉
田
デ
メ
ゲ
ゲ
帥
印

が
訪
れ
た

(必
)

(

H
H
〉

年
に
は

一
O
O
O人
の
女
性
聖
者

〉
dqξ
仰
w

が
い
た
、
と
俸
え
て
い
る
。
著
者
自
身
も
彼
女
と
出
舎
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

E
E円
ω『
削

E
H
は
男
だ
け
で
は
な
く
、
女
の
聖
者
た
ち
も
牧
容
す
る
修
道
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

女
性
聖
者
の
記
述
が
敷
例
み
ら
れ

〔(
7

)

、
(
山
)
(
女
の
子
供
〉
、
(
川
)
、
(
山
)
、

(

必

)

し
て
無
視
で
き
な
い
。

(

加

)

も
ち
ろ
ん
史
料
中
に
は
こ
の
例
以
外
に

(
川
)
、
(
川
)
〕
、
女
性
の
聖
者
の
吐
禽
的
役
割
は
決

krzzcf担当
B
包

叶

3
1出
〈
川
)
は
設
数
師
君
主
哨
と
し
て
ミ
ン
バ
ル
の
上
に
登
っ
て

(

必

〉

人
々
に
読
数
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
墓
地
も
併
設
さ
れ
、
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
者
も
い
た
。

こ
の
リ
パ

1
ト
に
は
冨
s
r
R
が
備
わ
り
、

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
リ
バ
l
ト
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
の
ア
ラ
ブ
軍
兵
士
の
殉
致
地
に
由
来
し
、

と
の
聖
戦
の
指
導
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
極
め
て
軍
事
的
色
影
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
ム
ワ
ッ

ヒ

(

U

)

 

ド
朝
の

a

〉
σ仏
国
】
目
冨
EWE-ロ
が

一
二
世
紀
中
ば
に
は

ω
R
m
E唱
創
作
曲
部
族
を
討
滅
し
て
以
後
、
リ
バ

l
ト
の
軍
事
的
機
能
は
失
わ
れ
た
の
で

ス
1
フ
ィ

I
・
聖
者
の
修
道
場
と
部
族
民
へ
の
数
育
の
場
と
し
て
活
湿
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た

一
一
世
紀
初
の
建
設
も
異
数
徒

- 32-

あ
ろ
う
。
し
か
し

一
二
世
紀
後
半
に
は
、

の
で
あ
る
。

@ 

H

N

F

凶
作
〉
当
主
同
同
国
〔
、
H
J
M
M

・M
M
4
〕

こ
れ
は
り

EWE-同
族
の
地
に
あ
り
、
〉
ゲ
ロ
宮
ロ
ゲ
回
同
国
自
主

r
-
E
E
E
(加
)
の
生
涯
地

(
H
五
七

O
年
/
二
七
四
|
七
五
淡
〉
で
あ
る
。

① 

担
冨
ペ
ロ
争
回
〔
叶
・
宅
・

ω
E
1
ω
H
F
A
P
O
H〕

こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
西
方
者
注
目

Z
同
町
目
白
川
に
沿
っ
た
地
に
あ
っ
た
。
〉
吉
司
会
口
三
H
六
O
八
年
末
/
二
二
二
波
)
(
山
)
は
各
地
の

あ
る
夜
、
こ
の
リ
バ

l
卜
で
も
冨

Z
B
E阿
部
族
に
劉
し
宗
教
的
訓

リ
バ

I
ト
で
冨
8
5包
曲
部
族
に
劃
す
る
設
敬
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

戒
を
説
い
た
。
こ
の
リ
バ

l
ト
は
冨
白
血
忠
仏
‘

C
ρ
E
と
も
よ
ば
れ
、
〉
宮
白
て
〉
σゲ
倒
的
〉
f
自
主
〈
問
〉
は
こ
こ
で
祈
奔
を
し
た
、
と
あ
る
。



こ
れ
ら
の
事
例
は
、

周
遁
の
部
族
民
|
|
と
く
に
冨

8
5
D
E
l
lの
イ
ス
ラ
ム
教
育
の
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ

う

H
N
F
倒
神
叶
削
曲
目
白
ヨ
同
時
三
〔
、
HJHM
同y
H
2・
H
∞Y
N
g
w
N
a
l
N
ω
∞〕

こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
東
方
ロ
宮
部
族
の
地
に
あ
っ
た
リ
バ

l
ト
で
あ
り
、
校
訂
者
〉

r
g包
叶
。
口
出
ρ

は
現
在
の
〉
同
件
。
口
同
町
の
近

(必
)

I

く
と
想
定
し
た
が
、
確
定
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
〉
ゲ
ロ
恒
包
4
4

白】
E
H
]

同
ロ
同
(
町
)
、
〉
ゲ
凶

F
E
E
S
(叩
〉
、
〉
ゲ
ロ
叶
ロ
ロ
削
江
巳
・
ロ
削
ロ
-M

①
 (

門
出
〉
な
ど
は
こ
の
地
の
出
身
で
、
(
釘
〉
は
こ
の
リ
バ

1
ト
で
躍
奔
を
行
な
っ
た
こ
と
、
〉
ゲ
ロ

ω同
匡
同

-
-
o
z
g
E
(川
地
〉
は
こ
こ
に
移
住

し
、
同
地
で
渡
し
た
が
、
著
者
の
執
筆
時
、
彼
の
墓
は
バ
ラ
カ
を
興
え
ら
れ
る
墓
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
史
料
か
ら
わ
か
る
。

こ
う
し
た
ス

I
フ
ィ

I
・
聖
者
た
ち
は
リ
バ

l
ト
で
躍
昇
、
修
行
を
績
け
る
一
方
で
、
(
町
)
が
人
ん
べ
か
ら
祈
願
ロ
ロ
ベ
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ

に
必
ず
答
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
部
族
民
と
日
常
的
な
接
燭
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
州
四
〉

@
H
N
5忠
臣
ィ

O
曲
目
白

--H包可
〔
同
，
・
匂
・

ω
。。〕

〉
ゲ
ロ

a

〉
ゲ
向
日
白
-
・
司
曲
虫
色
・
出
回
回
目
内
ロ
コ
(
山
)
が
こ
の
リ
バ

l
ト
に
住
み
、

H
五
九
一

/

一
一
九
四

l
九
五
年
同
地
で
浸
し
た
。

- 33一

。
ラ
l
ピ
タ

① 

MN
帥日比作曲目
--OE同
ヨ
〔
吋
・
同
Y
N
C叶
〕

こ
れ
は

ω己
仰
に
あ
っ
た
ラ
l
ピ
タ
で
あ
る
。

ω曲
目
仰
の
聖
者
巧
同
町
〉

E
呂
田
印
帥

富
田
区
曲
目

E
N
F
Z
E
〉
ロ
与
と
い
う
女
性
は
、

同-
b
g
F
W
削
日
目
(
河
〉
の
墓
を
こ
の
ラ
l
ピ
タ
に
移
し
、

そ
こ
に
五

O
Oデ
ィ

l
ナ

I
ル
を
使
っ
て

O
ロ
σ
Z
を
建
て
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ラ
l
ピ
タ
が
墓
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

33 

⑪ 

同州帥玄押印、吋帥

g
g
m
r曲作白件〔同，・
M
M

・
5
0〕
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こ
れ
は
、
今
日
の
カ
サ

e

フ
ラ
ン
カ
近
く
の
古
い
港
〉
ロ
片
山
海
岸
近
く
に
あ
る
ラ
l
ピ
タ
で
、

四
六
波
)
(
川
崎
)
が
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
れ
も
墓
地
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

H
N

削
押
ユ
ザ
白
叶
印
日
即
日
口
同
〔
吋
・
同
)
・

8ω
〕

〉
ゲ
ロ
同
]
a
a

〉
σσ
削凹

(
H
五
四
O
年
/
一
一
四
五
|

@ 

こ
の
ラ

l
ピ
タ
は
〉
印
同
刊
の
海
近
く
に
あ
り
、

〉寸口

γpfgH自
主
日
切
削
]
苧
が
リ
バ

l
ト
(
①
の
リ
バ
l
ト
・
ア
ス
フ
ィ
l
)

を
建
設
す
る
前

に
、
常
に
こ
こ
で
罪
を
悔
い
、
敬
神
に
努
め
て
い
た
。
民
主
u
-
E
D印
仰
と
〉
宮
冨
品
。
B
自

主

メ

E
と
・
恒
2
ρ
k
r
自
由
百
円
(
川
)
は
仲
間
た

ス
I
フ
ィ

l
・
聖
者
の
修

ち
と
と
も
に
、
こ
の
ラ
l
ピ
タ
を
訪
れ
た
時
、

二
人
の
聖
者
〉
者
-qpw
が
り
ロ
ベ
を
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。

道
場
と
し
て
の
機
能
を
こ
こ
に
確
認
で
き
る
。

@ 

剛山削庄作曲

N
R
rロ
ロ
〔
吋
・

8
・ω
弓
1
8∞〕

こ
れ
は
フ
ェ
ス
の
西
方

N
R
Y
Dロ
に
あ
る
ラ
l
ピ
タ
で
あ
る
。
〉
σロ
メ
ー
ゲ
仏
〉
-
E
F
白
「
〉
Nr削巴
(
H
五
九
O
年
/
一
一
九
三
九
四
波
)
(
川
)

- 34ー

t主

彼
の
敬
友
た
ち

H
F
r
者
間
ロ
が
こ
の
地
に
多
勢
住
ん
で
い
た
よ
う
で
、

〉
σ口

わ
ざ
わ
ざ
彼
ら
を
訪
ね
に
や
っ
て
来
た
し
、

彼
』主

ま
た

N
白}内向

-zwJpfzr・
巴
副
司
正
と
と
も
に
、
こ
の
ラ

I
ビ
タ
で
聖
者
た
ち
却
包
手
口
口
と
同
席
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

N
R
Eロ
に
は
イ
ド
リ
l
ス
朝
の
創
始
者
巳

'
z
g『

E

Eコ
白
色
・
〉
「
σ日
(
七
九
一
波
)
の
墓
が
あ
り
、
今
日
で
は
盛
大
な
聖
者
祭
が
行
な
わ

(

叩

)

(

日

〉

れ
る
。
校
訂
者
の
〉
r
B
E
叶

g
rが
こ
の
ラ
l
ビ
タ
は
彼
の
墓
廟
を
さ
す
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
は
巡
躍
者
が
や
っ
て
く
る
墓

一
二
世
紀
後
半
に
は
、
そ
こ
に
は
多
く
の
ス

l
フ
ィ

l
・
聖
者
が
集
ま
り
、
小
さ
な
町

に
ラ
l
ビ
タ
が
併
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨ 

H
N

削
正
門
白
〉

z
r
f帥門出〔叶・日
ν
・ωO印
〕

こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
切
与
〉
三
山
口
門
の
中
に
あ
る
ラ

l
ビ
タ
で
〉
ゲ
ロ
メ
r
d
s
R
は
こ
の
ラ

i
ビ
タ
で
躍
拝
を
行
な
っ
た
。

(

臼

)

ラ
l
ビ
タ
は
匂
句
研

ωミ
ヨ
仏
H
H
m
f
g
(
シ
デ
ィ
・
イ
ス
ハ

l
ク
の
墓
廟
〉
と
い
う
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
墓
廟
で
も
あ
る
。

ラ
l
ビ
タ
は
、
墓
廟
機
能
を
中
心
と
し
た
ラ

I
ビ
タ
が
都
市
の
城
壁
内
に
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
一
万
す
事
例
で
あ
り
、
そ
の
こ

こ
の

こ
の



と
は
一
一
一
世
紀
の
新
し
い
現
象
と
い
え
よ
う
。

閉
山
同
宮
市
田
回
目
'
の
}
岡
山
同
〔
叶
・

E
Y
ω
H
N
W
ω
お〕

⑪ 

こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
∞
与
〉
ぬ
「
自
営
門
の
外
に
あ
る
ラ
1
ビ
タ
で
、
〉
E
a
H
H
H
H
B
ロ
白
デ
出
回
回
目
内
ロ
ユ
(
川
)
や
〉
ゲ
ロ
J
p
a
A
口V
と
'
冨
ロ

Z
弘同

(
川
〉
が
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
の
ラ

1
ピ
タ
の
所
在
地
は
城
壁
外
で
あ
っ
た
が
、
都
市
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
種
の
例
は
後
述
す
る
①
①
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
一
二
世
紀
の
新
し
い
現
象
と
い
え
る
。
遁
境
地
域
で
の
聖
戦
の
役
割
の
後

退
と
ス
l
フ
イ
ズ
ム
・
聖
者
崇
拝
の
設
展
に
と
も
な
っ
て
、

ス
l
フ
ィ

1
・
聖
者
の
墓
廟
や
そ
れ
を
併
設
し
た
修
道
場
が
都
市
に
建
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

① 

剛山仰げ即け同〔吋・℃・

ω
H
S

回
島
田

--HHE
門
の
外
に
建
設
し
た
も
の
で
、

彼
は
こ
こ
に
弟
子
た

- 35ー

こ
の
ラ
l
ピ
タ
は
〉
ゲ
ロ
ゲ
ゲ
削
円
山
田
-
・
〉
ロ
仏
国
-
己
師
同
(
川
)
が
フ
ェ
ス
の

ち
冨
日
正
ロ
ロ
と
と
も
に
隠
棲
し
て
修
行
し
た
。
そ
の
修
行
の
期
間
中
、
彼
の
仲
閲
た
ち
〉
荘
与
が
食
物
を
運
び
入
れ
て
い
た
、
と
あ
る
。

⑤ 

岡山削
-u

片付回〔
H
，・同
γω
。。〕

校
訂
者
は
こ
の
ラ
l
ピ
タ
の
存
在
を
認
め
て
い
な
い
が

こ
れ
は
羽
田
町

B
に
あ
る
ラ
l
ピ
タ
で
〉
σロ
メ
!σ
仏
〉
口
同
}
同
回
目
'
〉
N
W
削
巴
(
山
)

は
こ
こ
の
外
に
腰
を
お
ろ
す
の
を
習
慣
と
し
て
い
た
。

① 

列
島
広
同
〉
ロ
ゲ
仏
口
同
〔
吋
・

3
・品
H
N
l白
ω〕

こ
れ
は
盟
主
旨
削
回
目
白
の
城
外
に
あ
る
ラ
l
ピ
タ
で
、
〉
ゲ
ロ
白
て
〉
ゲ
ゲ
智
弘
・
吋
O
N
ロ
コ
(
問
)
が
こ
こ
に
隠
棲
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

@ 

同州同日比門間同-・叶口口町印同〔、
H
J

匂・戸。〕

こ
れ
は
ト
レ
ム
セ
ン
の
郊
外
同
て
己
ゲ
ゲ
MEー
に
あ
る
ラ
l
ピ
タ
で
あ
る
。

〉
百
冨
己
}
戸
印
旨
白
色
白
-
‘
吋
口
HH-m
同
(
一
一
一
世
紀
初
、
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
下

35 

に
生
き
る
)
(
日
〉
が
同
地
で
渡
し
、
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
墓
廟
で
あ
る
。

(

臼

)

岡山帥}】片付白色・
N
曲苫可制一件〔吋
・
日γωω
。〕

⑦ 
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こ
れ
は
回
首
ヨ
に
あ
る
ラ
l
ビ
タ
で
〉
百
メ

E
E
z
r
回
一
'
〉
ロ
包
コ
や
〉
ゲ
口
メ
ロ
呂
田
口

2
7が
あ
る
夜
こ
こ
で
聞
か
れ
た
垣
正

に
参
加
し
た
。
彼
ら
は
〉
ゲ
口
冨
邑
ヨ
ロ

の
弟
子
で
あ
り
、
こ
こ
で
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
の
集
国
的
修
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。
そ
の
他
の
名
稽
を
も
っ
施
設

@ 

ロ
削円
d
s自
主
e
O
左目

〔、
円・

2
y
M
∞寸
|
ω
∞∞
〕

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

『〉
ゲ
ロ
‘
〉
ゲ
仏
〉
-E}戸
田
ナ
ω
E
F
H
(
川
〉
が
四

0
日
開
(
こ
の
口
町
に
?
)
留
ま
っ
た
。
そ
の
時
私
(
〉

E
R〉
E

(
臼
)

彼
と

一
緒
に
海
岸
の

り
母

C
5
5
巳・
0
左
目
に
滞
在
し
た
』

E
E
V
白-aZω
唱
削円。

と
私
の
父
と
メ
vr
色
白
}・河田}】
ヨ
山
口
同
ゲ
ロ

a

〉
印}戸田

E
が、

と
あ
る
。
史
料
に
は
、
こ
の
引
用
文
の
前
に
(
川
)
は
ア
ン
ダ
ル
ス
か
ら
マ
グ
リ
ブ
に
渡
り
、
初
め

ω白
]仰

に
住
ん
だ
と
あ
り
、

ま
た
彼
は
、

- 36ー

あ
る
日
ラ
l
ピ
タ
で
〉
ゲロ

白
て
〉

σσ
削
白
色
・
〉
N

告
と
一

緒
に
す
ご

し
た
と
あ
る
。

目
印ロ由『白コ
F
数
授
に
よ
れ
ば
、

(

日

)

そ
の
建
設
者
は

ωと
仰
の

O
山
岳
の
名
家

切
白
ロ
ロ
メ
岳
民
曲

家
の
女
性
で
あ
る
。

こ
の
ラ
l
ビ
タ
と
り
同
門

C
B自
己
・0
注
目
は
同
一

で、

る
-
KF
ぴ
円
四
国

-
E
M
N
品
目
印
ロ
同
ゲ
ロ
‘
〉
∞

Y
R白
は
こ
の
名
家
の

一
員
で
あ
り
、

a

〉

σ内同〉
-zrσ
・
JE田
口
町
早
口

a

〉
岳
民
同
〔
、
H
J
目

y
u
N
C
N
〕
と
と
も
に

上
記
引
用
史
料
に
登
場
す

ω色
仰
の
ス
l
フ
ィ

l
・

聖
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の

り
同門
C
B
自
由

ー
・
聖
者
の
修
道
場
で
、
ラ

1
ピ
タ
と
も
呼
ば
れ
た
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う。

③ 

口
町
田
-
・
宮
口
円
山

r
x
s
〔吋
・
3
・∞
C
1
8〕

先
ず
少
し
長
い
が
、
史
料
の
引
用
か
ら
始
め
る
。

唱
と
と
げ
・N
同]]口白
]
-
C
B
A
M
(
5
)
は

ω口
凹
巳
・
〉
宕
仰
の
出
身
で
あ
り
、
同

--oa円問看
削
ロ

ス
l
ス
に
も
ど
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
皐
聞
の
追
求
と
コ

l
ラ
ン
の
讃
唱
の
た
め
に
口
町
と
・
宮
日
早

x
g
を
建
設

私
(
著
者
)
は

へ
出
か
け
、
〉
ゲ
ロ
a
H
g
H

削
ロ
主
』
問
問
的
刊
か
ら

皐
聞
を
皐
ん
だ
後
、

し
た
。

冨
3
5口
含

諸
部
族
は
彼
を
訪
ね
、
彼
の
祈
願

ロ
ロ
ベ

に
よ
っ
て
パ
ラ
カ
を
得
る
こ
と
を
習
慣
と
し
て

い
た
。



曲目・
ω
r
a
r
r
〉
宮
宮
口
凹
削
除
同
曲
削
同
乙
印
刷
ロ
ロ
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

『
阜
魅
が

Z
民
間
回
の
地
の
人
々
を
襲
っ
た
と
き
、
彼
ら

彼
ら
は
《
わ
た
し
達
は

(

部

〉

皐
魅
で
苦
し
ん
で
い
る
ん
で
す
。
ど
う
か
ア
ッ
ラ
ー
が
わ
た
し
達
に
雨
を
降
ら
し
て
く
れ
る
よ
う
お
祈
り
下
さ
い
》
と
嘆
願
し
た
。
』

と
あ
る
。
史
料
に
は
こ
の
後
、
彼
の
祈
願
に
よ
っ
て
無
事
、
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

は
巳
・
ω
E
に
い
た
当
と
と

σ
-
V
E
の
も
と
へ
出
か
け
た
。

彼
が

《
ど
う
し
た
の
だ
?
》
と
尋
ね
た
の
で

当
と
と
と
こ
の
ダ

1
ル
は
、

ム
ラ
l

ピ
ト
朝
建
園
と
も
関
係
す
る
重
要
な
人
物
、
施
設
で
あ
る
が
、

一
世
紀
初
の
リ
バ

l
ト
問
題
を
考
察
す
る
上
で
も
貴
重
な
情
報
で
あ
り
、
幸

に
も
他
の
史
料
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
互
い
の
比
較
検
討
が
可
能
で
あ
る
。

(

訂

)

最
初
に
こ
の
ダ
l
ル
の
所
在
地
が
問
題
で
あ
る
。

H
E
同

E
E
E
は
、
当
ど
と
は

ωg-宮
山
師
回
目
で
人
々
を
指
導
し
て
い
た
と
述
べ
て
い

る
が
、
ダ
l
ル
と
冨
由
明
日
口
合
部
族
と
の
密
接
な
関
係
、
及
び
後
述
す
る
よ
う
に
異
端
の
切
R
m
r曲
者
同
窓
部
族
に
劃
す
る
聖
戦
の
役
割
な
ど

を
考
え
る
と
、
盟
主
自
問
凶
器
は
そ
れ
ら
と
徐
り
に
無
関
係
な
地
に
あ
り
す
ぎ
る
。

こ
の
ダ

l
ル
に
閲
す
る
最
も
古
い
史
料
で
あ
る
同
1
h
q
H
芯

(

回

)

(

印

〉

b
N
b
p
n叫
h
H
可
H
F

は
上
記
に
引
用
し
た
と
・
吋
E
E
8
8
R
¥
と
同
じ
く
、
ダ
l
ル
の
所
在
地
を
と
・

ω回
目
と
す
る
。
H
V
ロ
〉
Z
N
R険
は
こ
の
ダ
I

ル
を
単
に

E
E円
と
呼
び
、
し
か
も
そ
れ
は
マ
ス
ム

l
ダ
諸
部
族
冨
怠
削
B
E同
の
地
の

Z
え
岡
田
の
町
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

〈

印

)

ル
・
バ
ク
リ
ー
や

H
g
a
E
Eロ
は
巧
削
亙
は
冨
白

-rz
と
い
う
と
こ
ろ
で
指
導
し
て
い
た
と
述
べ
る
。

- 37ー

一
方

ア

要
す
る
に
、
色
白
官
か

Z
同町回目

か
冨
白
-wE
か
で
あ
る
が

Z
島
町
目
的
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
南
の
ア
ト
ラ
ス
山
中
に
あ
る
町
で
、

イ
ド
リ
l
シ
l
の
地
理
書
な
ど
で
は
ス

l
ス
地

冨
同
-w口
白
は

Z
回
同
日
白
の
近
く
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
と
と
の
ダ
l
ル
は
ス

I
ス
地

(

口

出

〉

(

臼

〉

方
の

Z
由
同
日
印
か
そ
の
周
漫
と
考
え
る
の
が
安
首
で
あ
る
。
巧
注
目
宮
間
回
目
白
川
の
南
の
地
に
比
定
し
た
が
、

方
の
一
部
と
も
考
え
ら
れ
る
。

校
訂
者
〉
ゲ
自
主
叶
o
c
m
G
は

こ
の
地
は
聖
戦
の
封
象
で
あ
る
∞

R
m
E宅
間
宮
部
族
の
居
住
地
と
か
け
離
れ
す
ぎ
て
い
る
し
、
ま
た

Z
由
同
日
印
の
住
民
が
雨
乞
の
た
め
に
こ
れ

程
遠
方
の
地
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
っ
て
、
彼
の
設
を
-
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

所
在
の
問
題
以
上
に
重
要
な
の
が
こ
の
ダ
l
ル
の
性
格
で
あ
る
。
カ
イ
ラ
ワ

1
ン
に
お
け
る
者
と
と
の
師
〉

Z
A
B
Bロ
早
明
白
印
刷

(
H
四

37 

三
O
年
同
州
曲
目
包
削
ロ
月
一
一
一
一
日
/
一

O
三
九
年
六
月
八
日
液
)
は
そ
の
名
の
通
り
フ
ェ
ス
の
出
身
で
、
コ
ル
ド
バ
で
皐
ん
だ
後
、
カ
イ
ラ
ワ

I
ン
、
バ
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グ
ダ
l
ド
、
メ
ッ
カ
な
ど
で
皐
問
的
修
行
を
積
み
、
カ
イ
ラ
ワ
l
ン
に
戻
っ
て
か
ら
は
同
地
で
浸
す
る
ま
で
弟
子
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
た
皐

(

門

広

)

者
で
あ
る
。
嘗
時
の
カ
イ
ラ
ワ

l
ン
は
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
が
カ
イ
ロ
に
遷
都
し
た
後
で
ス
ン
ナ
涯
の
復
権
と
反
シ

l
ア
波
意
識
の
強
い
マ

l
リ

ク
涯
法
開
学
者
た
ち
の
援
酷
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
で
あ
っ
た
。

司
と
と
は
彼
の
弟
子
で
あ
り

カ
イ
ラ
ワ

l
ン
で
指
導

を
受
け
た
後

。
町
田
-
・
宮
口
『
同

r
x
z
を
建
設
、
自
ら
後
準
の
指
導
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

の
中
か
ら
ム
ラ
l
ビ
ト
運
動
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
巨
ロ
ペ

r
z
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

故
郷
の
巳
・

ω口
印
に
蹄
り

や
が
て
彼
の
皐
生

つ
ま
り
、

知
的
セ
ン
タ
ー
の
カ
イ
ラ
ワ

l
ン
と
モ

ロ
ッ
コ
地
方
と
は
、
師
弟
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
ダ
l
ル
建
設
も
カ
イ
ラ
ワ

1
ン
の
皐
者
た
ち
の
意
、
す
な
わ
ち
異

(

臼

)

端
の
撲
滅
と
ス
ン
ナ
波
イ
ス
ラ
ム
の
布
教
と
い
う
目
的
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
貫
際
に
ヨ
と
と
が
恐
ら
く
カ
イ
ラ
ワ

I
ン
に
留
暴

(

白

山

)

す
る
前
に
故
郷
の
〉

m
r
g
g
で
指
導
を
受
け
た
〉
σ口
冨
ロ
グ
白
ヨ
ヨ
包

σ・
、
『
ヨ
ヨ
円
は
、
異
端
の
∞
R
m
r同
省
印
宮
部
族
と
戦
う
皐
者
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
強
い
聖
戦
一
意
識
が
一
一
世
紀
の

Z
え
Z
地
方
を
被
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
母
国

-
-
Z
2
$
X
Z
は
そ
の
教
育
と
戦
略
的
援
貼
で

そ
れ
は
翠
問
的
数
育
と
皐
生
だ
け
を
封
象
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
者
ど
と
が
部
族
民
に
雨
乞
祈
願
を

求
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

日
常
的
関
心
事
に
も
答
え
る
こ
と
で
部
族
民
と
も
結
び
つ
く
施
設
で
あ
っ
た
。

- 38ー

あ
っ
た
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、

② 

明
国
司
自
民
白
ロ
副
司
〔
叶
・
同
Y
H
∞∞〕

(

前

)

こ
れ
は
ロ
ヨ
ヨ
何
回
買
川
の
支
流
者
注
目
り
与
川
に
沿
っ
た
、
吋
包
冨
地
方
の
り
主
に
あ
っ
た
。

〉
ゲ
ロ
ペ
白

a

門ち
σ
Jへ
口
印
口
出
(
印
〉

f司、

H 

五
五
七
/
一
一
六
一
|
六
二
淡
)
が
四

0
年
問
、
こ
こ
の
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
を
勤
め
た
と
あ
る
だ
け
で
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

② 

川
山
田
司
自
白
〆
回
目
・
』
同
ヨ
円
〔
吋
・
匂
-
M
H
ω
〕

こ
れ
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
〉
ゲ
ロ
ペ
由
民
乱
(
打
)

(

H

五
七
二
年

ω
Z司
君
包
月
一
日
/
一
一
七
七
年
四
月
二
日
淡
)
が
、

数
日
聞
こ

こ
に
寵
っ
た
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。

@ 

相
ハ
「
白
】
毛
田
〔
同
，
・
同
y

品∞∞〕

こ
れ
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
切
と
帥
習
に
あ
り

〉
ゲ
ロ

N白}内白ユ可削
u

白
--NEF、
同
唱
同
〈
川
)
、
が
彼
の
同
r巳
宅
一
白
に
龍
っ

た、

と
記
述
さ
れ
て
い



(

m
山
〉

阿
内
『
己
若
田
を

N
仰

dqq曲
と
記
述
し
て
い
る
が
、

じ
性
格
の
施
設
で
も
時
代
に
よ
っ
て
表
現
の
仕
方
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
同

る
。
し
か
し
全
く
同
じ
内
容
を
俸
え
て
い
る
巳

'orcrコ
巳
(
二
二
O
四
淡
〉
は
、

リ
バ

l
ト
及
び
ラ
l
ピ
タ
の
建
設
の
要
因
と
背
景

前
章
で
考
察
し
た
と
a
同

J
S
E
S
S
R
¥
に
み
え
る
リ
バ

I
ト
や
ラ

I
ビ
タ
な
ど
の
多
く
は
、
恐
ら
く
一
一
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
に
か
け

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
所
在
地
を
、
ア
ル
・
パ
ク
リ
I
の
地
理
書
に
み
え
る
も
の
と
比
較
し
て
み
る
と
、
雨
者
の
差
違
は
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
後
者
が
地
中
海
や
大
西
洋
の
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
の
に
劃
し
、
前
者
は
、
む
し
ろ
中
心
が
内
陸
部
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。
そ

の
第
佑
の
外
的
要
因
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
よ
る
マ
グ
リ
プ
全
域
の
支
配
と
沿
岸
部
で
の
抗
争
の
沈
静
化
が
指
摘
で
き
る
が
、
こ
こ
で

問
題
と
す
べ
き
こ
と
は
、
内
的
要
因
と
し
て
の
祉
舎
内
部
の
襲
質
で
あ
る
。

- 39ー

八
世
紀
か
ら
建
設
さ
れ
始
め
た
り
バ

1
ト
の
多
く
が
園
家
擢
力
に
よ
る
建
設
で
あ
る
の
に
封
し
、

タ
の
建
設
は
、
少
な
く
と
も
と
・
吋
E
E
8
8
N
h
h
a
を
み
る
限
り
、
大
部
分
が
敬
慶
な
ム
ス
リ
ム
個
人
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
重

要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
と
墓
と
が
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
饗
化
は
軍
事
的
援
黙
と
し
て
の
機
能
の
喪

失
と
符
合
し
、
上
越
の
よ
う
に
⑧
担
σ♂

ω
E
r
w
の
歴
史
が
そ
れ
を
如
買
に
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
墓
と
の
結
び
つ
き
は
、
敬
慶
な
ム
ス
リ
ム
個
人
に
よ
る
建
設
の
問
題
と
ラ
I
ピ
タ
の
出
現
と
に
関
係
し
て
く
る
。

一
一
世
紀
末
以
降
の
リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ピ

一
一
世
紀
の
マ
グ
リ

カ
イ
ラ
ワ
I
ン
の
法
筆
者
集
圏
を
中
心
と
し
た
反
シ
l
ア
と
ス
ン
ナ
涯
イ
ス
ラ
ム
の
擦
大
の
た
め
の
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ

に
関
わ
る
ウ
ラ
マ
ー
が
モ
ロ
ッ
コ
地
方
で
布
教
、
数
育
活
動
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
農
村
の
部
族
居
住

(

臼

)

地
に
も
進
出
し
、
そ
の
援
貼
と
し
て
リ
バ

1
ト
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
は
、

ブ
祉
禽
で
は
、

39 

一
二
世
紀
に
入
る
と
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
に
よ
っ
て
一

(
印
)

層
進
展
し
た
o
b
N

句
5
2
3
2
¥
の
史
料
は
ま
さ
に
そ
の
活
動
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
中
に
は
農
村
地
域
に
住
む
者
が
多
く
、

修
行
や
数
育
の
た
め
に
そ
こ
に
リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ピ
タ
を
建
設
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ス
l
フ
ィ

I
・
聖
者
た
ち
の
隠
遁
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表 1

薗の(記2)挽の中 I 名 稽 i聖加者史も料ったスーフィー
の 中の通し番貌

a Ribat IYSin (Isa且〉 238 

b Ribat Titanfitr 58*，75，87，254 

c Ribat Asfi (λSfi) 260，267 

d Ribat Tanutan Tahir 79 

e Ribat Mululasn 210 

f Ribat l;iikam 37 

E Ribat Shakir 20，77，111，160，180，191， 
194，217，224，251 

h Ribat Awjdam 80 

1 Riba!‘Uqba 159，223 

Riba! Tasimmatat 47，57，74，90 

k Ribat Bi'r Qarn al・Jady 185 

Rabita al-Qidam 73 

m Rabi!a Tamangha!at 48 

n Rabita Tamarnut 260 
。 Rabi!a Zarhun 191 

P Rabi!a Abi Isl;aq 149 
q Rabi!a al-Ghar 156，175 
r Rabita 154 

s Rabita 191 

t Rabita Anbdur 235 

u Rabita al-Tunisi 13 

v Rabita al-Zayy亙t

w Dar Umm al-Qacli 130 

z Dar al-Murabitin 5 
y $awma‘a Day 50 

z $awma'a al-Jami‘ 77 
fY Khalwa 256 

* 注365(p.182)参照。

al. T ashawwufにみえる Riba!，Rabitaその他。
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的
傾
向
は
、
彼
ら
と
農
村
や
謹
境
の
住
民
と
の
関
係
を
深
め
る
上
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ビ
タ
が
数
多
く
建
設
さ
れ
、

b
N
E
叫

d
b
h
p
b
H
S
R
¥

に
採
録
さ
れ
た

護
展
し
た
の
で
は
な
い
。

(

初

)

ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
の
指
導
的
立
場
の
人
々
は
ガ
ザ
l
リ
l
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
い
た
が
、
部
族
や
農
村
の
住
民
と
の
関
係
に
お
い
て

は
、
こ
の
皐
問
や
知
識
の
盟
系
は
重
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
衆
の
心
を
捕
え
て
い
っ
た
の
は
祈
願
ロ
ロ
ベ
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
る
バ
ラ
カ

(

冗

)

回
向
田
}
両
国
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
に
求
め
た
祈
願
で
は
、
治
癒

(
l
、
お
、
初
、
打
、
川
、

m
、
川
)
と
雨
乞

(
5
、
日
、

彼
ら
が
自
ら
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
の
墓
(
特
に
墓
土
〉
に
宿
る
パ
ラ
カ
を
求
め
る
こ

人
々
が
墓
か
ら
バ
ラ
カ
を
求
め
る
祈
願
を
行
な
う
例

(
7
、

19 

6
、
7
、

円

L

司

i

88 

106 
Lノ

が
特
に
多
い
。

前
者
の
場
合

と

(
1
、
お
、
羽
〉
も
あ
っ
た
。

(

花

)

乃
、
加
)
は
少
な
く
な
い
。

そ
の
他
に
治
癒
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が

21 

」
こ
で
墓
崇
奔
と
ス

l
フ
ィ

1
・
聖
者
信
仰
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

既
に
一
一
世
紀
の
中
ば
過
ぎ
に
は
巨
口
同
官
冨
の
墓
に
ラ
l
ピ
タ

- 42ー

が
併
設
さ
れ
、
多
数
の
巡
躍
者
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
初
期
の
敬
慶
な
禁
欲
主
義
者
た
ち
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
射
し
一
二
世
紀
の
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
の
活
動
の
規
模
と
影
響
力
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
大
き
な
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
弟
子
を
指
導
し
つ
つ
、
治
癒
や
雨
乞
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
日
常
的
要
求
に
答
え
る
こ
と
で
大
衆
の
心
を
し
っ
か
り
と
掴

(

市

)

(

日

)

ん
で
い
た
。
従
っ
て
そ
う
し
た
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
が
死
ね
ば
、
彼
の
墓
は
パ
ラ
カ
を
求
め
て
の
墓
崇
拝
の
劉
象
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
恒

常
的
に
保
誼
し
て
い
く
施
設
へ
と
瑳
展
し
て
い
く
の
が
自
然
で
あ
る
。

こ
の
墓
崇
拝
と
ス

l
フ
ィ

I
・
聖
者
信
仰
の
結
び
つ
き
は
一
二
世
紀
の
敢
曾
を
饗
容
さ
せ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
必
ず
し
も

墓
と
結
び
つ
か
な
か
っ
た
リ
バ
l
ト
に
も
墓
が
併
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
墓
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
ラ
l
ビ
タ
が
各
地
に
建
設
さ
れ
る

(

万

)

よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ラ
l
ピ
タ
は
一
一
世
紀
の
中
ば
過
ぎ
に
は
現
わ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
二
世
紀
以
降

の
も
の
と
は
決
定
的
に
異
な
る
貼
が
あ
る
。

一
一
世
紀
の
そ
れ
は

リ
バ

l
ト
と
同
様
に
謹
境
地

〔
B
!
日
〕
叉
は
リ
バ

1
ト
内
部
〔
B
|

4
〕
に
存
在
し
て
い
た
が

一
二
世
紀
の
そ
れ
は
、
城
壁
内
〈
⑨
〉
で
あ
れ
城
壁
外
(
⑨
⑦
①
〉
で
あ
れ
、
都
市
に
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ



リ
バ

l
ト
、
ラ
l
ピ
夕
、
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
な
ど
が
都
市
の
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

〈

祁

)

ら
は
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
都
市
の
護
展
に
も
深
く
闘
興
し
て
い
た
。

た
の
で
あ
る
。

一
三
世
紀
以
降
の
都
市
に
は
、

こ
の
よ
う
に
と
z
叫

J
E
E尽
き
R
¥
に
み
ら
れ
る
多
く
の
リ
バ

l
ト
と
ラ
l
ピ
タ
の
建
設
の
背
後
に
は
、
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
信
仰
と
墓
崇
奔

の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
村
や
進
境
地
域
に
積
極
的
に
住
み
つ
い
た
ス

I
フ
ィ

l

・
聖
者
と
住
民
た
ち
と
の
聞
に
強
い
精
神

的
紳
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
農
村
や
遁
境
地
域
を
中
心
に
、

ス
1
フ
ィ

l

・
聖
者
の
墓
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
リ
バ

l
ト
(
墓
と
関
係
の
な
か

っ
た
リ
パ
l
ト
に
も
墓
が
併
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
)
と
ラ

1
ピ
タ
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
二
世
紀
の
祉
舎
の
嬰
容
を
示
す
著
し
い
現
象
と
い
え
よ
う
。

や
が
て
こ
の
動
き
は
都
市
を
も
巻
き
込
む
よ

四

ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
と
公
権
力

そ
れ
で
は
、

リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ピ
タ
を
擦
黙
に
し
た
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
の
活
動
は
公
権
力
〈
ωロ
宮
P
〉
日
ダ
メ
ヨ
ニ
、
特
権
的
な
司

ZMr

清
貧
さ
を
傘
ぶ
彼
ら
の
一
般
的
性
格
か
ら
、
彼
ら
が
積
極
的
に
政
治
樺
力
と
接
舗
を
も
っ

こ
こ
で
は
と
・
吋

E
E尽
き
ど
¥
に
み
え
る
事
例
を
四
つ
の
型
に
分
け
て
考
察
す
る
。

- 43一

な
ど
)
と
い
か
な
る
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

と
い
う
例
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
接
鰯
自
盟
は
多
く
、助

言
を
求
め
た
り
、

金
口
問
を
贈
興
す
る
こ
と
で
ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
と
接
燭
す
る
こ
と
で
あ

例
え
ば
〉
ゲ
口
巴
・
伺
曲
]
]
同
』
J

へ
官
民
間
(
日
〉
は

第
一
は
、
政
治
権
力
者
が
バ
ラ
カ
や
知
識
、

こ
う
し
た
接
舗
も
ス

l
フ
ィ

l
・
聖
者
が
準
ん
で
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

る

し
か
し
、

(
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
)
ス
ル
タ
ン
か
ら
興
え
ら
れ
た
金
は
全
て
貧
し
い
人
々
宮
曲
目
詳
E
に
分
け
輿
え
て
い
る
し
〔
、
H
J
M
Y
5
3
、
ま
た
〉
ゲ
ロ

(
お
)
は
受
取
を

43 

宮
口
干
曲
目
白
血
仏
白
-
・
宮
ロ

-
4
(お
〉

と

メ

E
と

-
E
E
も
ス
ル
タ
ン
か
ら
一

O
O
Oデ
ィ

I
ナ

I
ル
ず
つ
腫
興
さ
れ
た
が
、

拒
否
し
、
後
者
は
受
け
取
っ
た
後
、
や
は
り
貧
者
た
ち
に
施
し
て
や
っ
た
〔
け

3
・
E
ω
l
E
O〕
。
ま
た
明
白
ロ

E
Y
族
の
ア
ミ

l
ル
(
恐
ら
く

ム
ラ
l
ピ
ト
靭
の
ス
ル
タ
ン
)
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
呼
び
出
さ
れ
、
進
講
を
依
頼
さ
れ
た

H
Z
司
W
N
F
p
g
(
日
〉
は
、
ア
ミ
l
ル
の
受
講
の
態
度
を

政
治
権
力
者
が
ス

I
フ
ィ

1
・
聖
者
と
の
接
濁
を
求
め
た
例
(
話
、
川
な

批
判
し
た
〔
吋

--YEC〕。

こ
の
他
に
も
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
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こ
れ
ら
の
例
を
含
め
て
、
彼
ら
の
政
治
権
力
者
に
劃
す
る
接
鏑
姿
勢
は
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た

ど
〉
は
あ
る
〔
叶
・

3
・
5
吋
1
5∞
-
N
S〕。

と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
〉
ゲ
ロ
冨
ロ
ザ
曲
目
白
色
白
戸
国

g
w
D
Z
(訂
)
は
ム
ラ
1
ビ
ト
朝
ス
ル

ス
ル
タ
ン
が
自
分
の
家
に
入
っ
て
来
る
の
を
嫌
い
、
野
外
明
白
写
で
し
ば
ら
く
曾
っ
た
だ
け
で
別
れ
た

〔吋

-
U
E
N〕
。
こ
の
他
に
ア
ミ
l
ル
と
禽
う
の
を
嫌
っ
た
〉
ゲ
ロ
ペ
喜
志
巳
・
明
白
ロ
ゲ
副
首
(
加
)
〔
叶
・
匂
・
台
ω〕
、
ア
l
ミ
ル
と
禽
う
の
を
嫌
っ

た

〉

冨

冨

z
τ
g
g包
巨
ロ
但
曲
目

B
D
E
(叩
)
〔
、
吋
・

3
・h

F
H
寸

l
t∞
〕
な
ど
の
事
例
も
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
次
の
第
三
の
型
と
も
重
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
二
は
、
そ
の
接
燭
を
嫌
っ
た
り
、
拒
否
す
る
こ
と
で
あ
る
。

タ
ン
メ
ロ
の
訪
問
を
受
け
た
が

第
三
は
、
不
正
を
乱
し
た
り
、
部
族
民
の
仲
介
依
頼
を
受
け
る
こ
と
で
公
権
力
に
劃
す
る
批
判
、
抵
抗
の
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
種
の
事
例
は
か
な
り
多
い
が
、
順
に
列
記
す
る
。

- 44ー

。
〉

E
E
C
-
Z
5
8包
巳
・
叶
口
口
昨
日
同
(
日
)
は
世
俗
の
欲
を
断
っ
て
生
き
た
人
で
あ
る
が
、

罰
を
も
恐
れ
ず
、
ア
ミ

l
ル
た
ち

C
B
R刊
に
も
巌
し
い
批
判
を
す
る
人
昌
己

m
Eぼ
で
あ
っ
た
〔
叶
-
H
Y
戸。〕
。

一
押
の
た
め
に
は
決
し
て
イ
マ

1
ム
権
力
に
よ
る
庭

批
判
の
具
盟
的
内
容
は
停
わ
っ
て
い
な
い
が
、
祈
願
に
答
え
る
人
と
し
て
民
衆
の
敬
愛
は
深
か
っ
た
。

。
ム
ラ
l
ビ
ト
朝
ス
ル
タ
ン
メ
r
v・
JE∞
丘
の
ア

1
ミ
ル
メ
ヨ
戸
、
が
吋

S
E
回
目

'J22古
〈
お
)
の
同
胞
信
徒
た
ち

Hrrd弓
削
ロ
の
統
治
者

と
し
て
任
命
さ
れ
た
。

彼
ら
は
そ
の
ア

I
ミ
ル
の
匪
政
】
担
当
同
を
恐
れ

彼
が
彼
ら
に
義
務
以
上
の
(
税
〉
負
携
を
課
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
話
し
、

吋

E
E
に
ア

l
ミ
ル
を
呪
う
よ
う
働
き
か
け
た
。

ア
l
ミ
ル

そ
こ
で
ア

l
ミ
ル
が
マ
ラ
ケ
シ
ュ
か
ら
赴
任
し
て
き
た
時
、

と

叶

5
E
の
聞
で
紛
争
が
お
こ
り
、
怒
っ
た
叶
ロ
ロ
宮
が
《
紳
が
そ
な
た
を
我
々
か
ら
立
ち
去
ら
せ
ま
す
よ
う
に
》
と
祈
願
し
た
。
ア
ー

ミ
ル
が
自
宅
に
戻
る
と
ス
ル
タ
ン
か
ら
解
雇
の
書
肢
が
届
い
て
い
た
。
そ
の
年
、
彼
ら
は
何
の
税
も
支
梯
わ
な
か
っ
た
〔
け
匂
・

5
5。

こ
の
事
例
の
問
題
は
叶
ロ
ロ
宮
の
祈
願
と
ア

l
ミ
ル
の
解
雇
と
の
聞
に
貫
際
に
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
同
胞
信
徒

た
ち
が
世
俗
の
政
治
問
題
に
つ
い
て
も
師
〈
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
)
の
力
に
よ
っ
て
解
決
を
期
待
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。



。
〉
N

曲目
B
可
の
ワ

l
リ
l

当
岳
は
そ
の
土
地
の
住
民
の
一
部
を
殺
そ
う
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
〉
吉

ω}阿
久
曲
芸
(
臼
〉
が
彼
ら
の
執
な
し

を
し
、

ワ
l
リ
!
の
も
と
へ
出
か
け
た
が
、

ワ
l
リ
l
は
苦
痛
に
襲
わ
れ
、

そ
の
原
因
を

追
い
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、

彼
は
そ
の
こ
と
で
、

『
あ
な
た
が
追
い
返
し
た
方
は
〉
百

ω
E
a
a
r
と

い

う

聖

者

巧

島

で

あ

り

、

あ

な

た

に

恐

れ

を

抱

い

て

い

る

の

で
す
』
と
説
明
さ
れ
た
の
で
、
早
速
彼
を
呼
び
出
し
た
。
彼
が
ワ

I
リ
ー
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
人
の
た
め
に
執
な
し
を
す
る
と
、

ワ
l
リ
l
の
苦
痛
も
消
え
去
っ
た
。
そ
れ
以
後
、

〉ゲ回

ω}Mロ‘ミ
σ
が
執
な
し
の
た
め
に
彼
の

ワ
l
リ
l
は
人
々
を
殺
そ
う
と
決
め
た
が
、

も
と
に
や
っ
て
来
る
の
を
知
っ
た
時
に
は
、
彼
が
到
着
す
る
前
に
、
彼
ら
を
放
兎
し
て
や
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
彼
は
あ
る
人
々

を
殺
そ
う
と
出
頭
命
令
を
出
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
〉
σ口
ω}耐
久
喜
σ
の
と
こ
ろ
へ
逃
げ
た
。
そ
こ
で
〉
σ
ο
ω
y
g‘a
r
は
泣
き
出
し
、

彼
ら
に
『
紳
に
か
け
て
、
そ
な
た
た
ち
は
私
に
よ
っ
て
以
外
、
こ
れ
(
殺
さ
れ
る
こ
と
)
を
蒙
る
こ
と
は
な
い
。
高
て
私
が
死
ん
で
も
、
そ

な
た
た
ち
は
自
ら
に
降
り
か
か
っ
た
災
難
か
ら
兎
れ
る
で
あ
ろ
う
』
と
話
し
た
〔
づ
匂
・

5
∞〕。

- 45ー

そ
の
住
民
た
ち
と
強
い
精
神

〉『ロ

ωrc‘
ミ
ゲ
(
-
二
ハ
六
叉
は
一
一
七
四
1

七
五
波
)
は
〉
N

曲
目
白
骨
の
指
導
的
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
で
あ
り
、

的
紳
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
は
住
民
た
ち
の
日
常
的
諸
問
題
は
も
と
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
政
治
的
問
題
の
解
決
を
も

期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

。
〉

σ
D
E
B
Z
S
曲目
a

岡
山
白
〕
円
旦
同
(
H
五
九
五
/
一
-
九
八
|
九
九
波
〉
(
川
)
の
部
族
の
一
圏
が
、
彼
の
も
と
へ
や
っ
て
来
て
ア
l
ミ
ル
・
〉
自
己
の

不

正

』

担

当

同

を

訴

え

た

。

彼

は

口

中

の

泡

を

飛

ば

す

程

怒

っ

た

が

、

彼

は

剛

山

由

』

同

副

首

部

族

の

地

の

〉
Y
4
5
村
で
の
金
曜
膿
奔
で
説
教
し
た
が
、

や
が
て
怒
も
静
ま
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
ア
l
ミ
ル
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
た
。

そ
の
後
、

彼
は
獄
中
で
囚
人
た
ち
に
紳
へ
の
悔
い

改
め
を
説
き
、
そ
れ
に
従
っ
た
人
々
と
と
も
に
(
彼
の
奇
蹟
に
よ
り
)
壊
れ
た
壁
か
ら
脱
獄
し
た
〔
叶
・
宅
・

ωE1ω
呂〕。

45 

史
料
に
は
別
の
話
と
し
て
、
金
曜
腫
奔
で
の
読
敬
の
た
め
彼
が
地
下
牢
に
入
れ
ら
れ
た
話
が
俸
え
ら
れ
て
い
る
。
上
述
の
部
族
。
担
当
B
と
は

初
回
』
『
削
』
同
族
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
部
族
民
た
ち
は
政
治
権
力
者
の
不
正
を
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
(
同
じ
部
族
の
者
〉
に
よ
っ
て
札
そ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
(
川
〉
の
混
年
か
ら
考
え
て
、
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
下
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。



46 

。
人
々
は
ア
I
ミ
ル
凶
自
己
の
不
正

γ当
?
を
〉

E
r
f
g
(川
)
に
訴
え
た
。
そ
こ
で
彼
は
多
く
の
人
々
(
百
邑
宮
ロ
穴
巳
E
Eロ
〉
を
海

岸
に
集
め
、

回
同
印
ヨ
白
目
白
と
恒

SHE-白
と

ω
Z
E
E
を
そ
れ
ぞ
れ
一

0
0
0回
ず
つ
稿
え
、

0
0
0回
行
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
は
ア
l
ミ
ル
を
一

0
0
0回
呪
っ
た
。
そ
れ
を
終
え
る
と
『
こ
の
ア
I
ミ
ル
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
を
惇

さ
ら
に
ム
ハ
ン
マ
ド
を
稽
え
る
祈
り
を
一

え
る
者
を
涯
遣
し
な
さ
い
。
私
は
紳
は
必
ず
祈
願
に
答
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
』
と
語
っ
た
。
そ
こ
で
ア
l
ミ
ル
の
様
子
を
調
べ
る
人
々
が

出
裂
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
ア

I
ミ
ル
が
既
に
失
脚
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
〔
叶
・
匂
・
品
目
〕
。

こ
の
事
例
も
、
人
々
の
公
擢
力
に
劃
す
る
批
判
、

抵
抗
が
ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
を
介
し
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

〉
-u口
同

印

]
U
仰
向
出
は

H
六

一
五
年
末
/
一
一
二
九
年
に
浸
し
た
人
な
の
で
、
上
述
の
ア

l
ミ
ル
は
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
下
の
役
人
で
あ
ろ
う
。
嘗
時
の
人
々
に
と
っ
て
政
治
擢

力
に
射
す
る
批
剣
・
抵
抗
の
意
志
が
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
の
祈
願
の
形
で
表
現
さ
れ
え
た
こ
と
は
、
部
族
や
農
村
地
域
の
住
民
の
中
で
の
ス
l

フ
ィ

1
・
聖
者
の
役
割
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
貼
で
あ
る
。

。
叶
悶
}
ロ
尽
の
人
々
(
〉
且
唱
曲
目
)
が

γpf同
-
E
ロ
削
耳
目
仏

σ・
‘
片
目
印
「
同
へ
出
鼓
し
た
と
こ
ろ
、

rf仰心匂
H
V

・J
門
担

fvU『
向
(
後
述
の
内
容
か
ら
ム
ワ
ッ
ヒ
ド

靭
の
ア
l
ミ
ル
で
あ
ろ
う
)
は
彼
ら
に
課
し
た
税
出

E
3
ー
ー
そ
の
額
は
二

O
Oデ
ィ

I
ナ
l
ル
に
も
、
達
し
た
ー
ー
と
し
て
彼
ら
の
駄
獣

口
問
看
与
げ
を
奪
い
取
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
が
〉
ゲ
ロ
巳
・
〉
自
仰
ロ
(
H
六
一
五
/
=
二
八
|
一
九
液
)
(
川
〉
に
そ
れ
を
訴
え
た
の
で
、
彼
は
彼

- 46ー

ら
の
執
な
し
の
た
め
一
通
の
書
簡
を

r
f
g
宛
に
書
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
全
く
致
き
目
が
な
か
っ
た
。

る
と
、
彼
は
《
紳
が
そ
な
た
た
ち
の
物
を
取
り
戻
し
ま
す
よ
う
に
》
と
い
い
つ
つ
気
を
失
っ
た
。
そ
の
後
、

r
f
2
は
あ
る
月
夜
に
目
を
費

ま
す
と
、
奪
っ
た
駄
献
を
返
す
よ
う
(
部
下
に
)
命
じ
た
。
翌
朝
、

r
f
g
が
駄
獣
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
《
昨
夜
、
返
す
よ
う
御
命
令
な
さ

彼
ら
が
そ
の
こ
と
を
彼
に
停
え

っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
》
と
言
わ
れ
た
〔
吋
・
匂
・
主
N
〕。

史
料
に
は
こ
の
後

r
f
E
が
何
と
か
奪
い
返
す
よ
う
命
令
し
た
が
、
駄
獣
は
既
に
出
渡
し
て
し
ま
っ
て
い
て
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
ム
ワ
γ

ヒ
ド
朝
下
で
の
部
族
民
た
ち
の
公
擢
力
に
劃
す
る
抵
抗
が
自
分
た
ち
の
土
地
に
住
む
ス

I
フ
ィ

l

・
聖
者
を

介
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。



。
巧
曲
目
ロ
ロ
曲
げ
・
冨
ロ
印
刷
が
軍
隊
を
集
め
、

そ
こ
で
人
々
は
〉
吉
当
主
ぷ
包
'
u
g
w
Eロ
(
H
五

部
族
聞
に
敵
劃
を
起
こ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

四
O
年
末
/
{
一
四
六
年
波
〉
(
お
)
に
訴
え
た
。
彼
が
《
お
お
紳
よ
ノ
・
彼
を
我
々
か
ら
遠
ざ
け
た
ま
え
。
我
々
を
彼
か
ら
自
由
に
し
た
ま
え
》

と
言
う
と
、
間
も
な
く
(
ム
ラ
1
ピ
ト
朝
ス
ル
タ
ン
)
メ
ロ
ゲ
・

JE阻
止
は
彼
を
マ
ジ
ョ
ル
カ
島
へ
迭
り
、

死
ぬ
ま
で
獄
中
に
閉
じ
込
め
て

お
い
た
〔
、
吋
・
℃
-
H印
]
F

〕。

こ
れ
は
ム
ラ
I
ピ
ト
朝
下
の
事
例
で
、
恐
ら
く
当
窓
口
宮
は
そ
の
官
憲
の
一
人
で
あ
り
、

彼
の
藍
政
に
劃
す
る
部
族
民
の
抵
抗
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

以
上
あ
げ
た
事
例
か
ら
は
、
部
族
や
農
村
地
域
の
人
々
が
政
治
権
力
に
劉
し
批
剣
、
抵
抗
す
る
時
、
彼
ら
が
日
常
的
に
接
し
、
強
い
結
び
つ

(

π

)

 

き
を
も
っ
て
い
た
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
よ
う
。

ス
I
フ
ィ

l

・
聖
者
が
公
擢
力
の
疑
惑
や
怒
り
を
招
き
、
出
頭
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
投
獄
等
の
庭
罰
を
受

け
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
買
に
事
例
が
多
い
。

第
四
は
、
第
三
と
も
重
な
る
が
、

- 47ー

o
H
E
曲
目
・
メ
出
向
(
叩
ぬ
)
は
、
彼
の
噂
を
き
い
た
(
ム
ラ
l
ビ
ト
朝
ス
ル
タ
ン
)
メ
ロ
ゲ
・
ペ
宮
正
に
よ
っ
て
首
都
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
出
頭
を
命
ぜ

ら
れ
、
同
地
で
渡
し
た
〔
吋
・
匂
・
口
∞
〕
。

(

苅

)

彼
は

Hrロ
回
日
同
問
』
削
ロ
や
〉
ゲ
ロ
回
目
町
田

--zaロ
ZM
や

H
E
O曲
目
同
な
ど
と
並
ん
で
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
下
ア
ン
グ
ル
ス
の
指
導
的
ス

I
フ
ィ

ー
の
一
人
で
あ
り
、
ス
ル
タ
ン
が
彼
を
ア
ン
グ
ル
ス
か
ら
呼
び
寄
せ
た
の
も
そ
の
影
響
力
を
警
戒
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

。
(
ム
ラ
1
ピ
ト
朝
ス
ル
タ
ン
〉
メ
ロ
グ
ペ
官
民
の
ア
l
ミ
ル
メ
ヨ
己
は

krvロ
ペ
自
ロ
ロ
円
曲
目
sU
ロ
r
w岳
(
辺
)
を
殺
そ
う
と
り
ロ
r
r色
白
族

の
地
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
が
神
に
祈
願
す
る
と
、
こ
の
ア
l
ミ
ル
は
出
身
件
同
省
ロ
村
で
突
然
腹
痛
に
襲
わ
れ
、
死
ん
だ
〔
叶
・
宅
・

5
0

1
5
H〕。

。
〉
-v
ロ
メ
E
k
r
-
z
r
(
却
)
は
(
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
ス
ル
タ
ン
)
叶
営
E
Z
T
R
K
Fロ
の
嫌
疑
を
受
け
投
獄
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
無
賓
で
あ
る
こ

47 

と
が
わ
か
り
、
解
放
さ
れ
た
〔
吋
・
切
・

5
8。
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以
上
の
事
例
は
何
れ
も
ム
ラ
l
ビ
ト
朝
下
の
も
の
で
あ
る
。
同
王
朝
下
で
は
マ

I
リ
ク
波
法
皐
者
の
擢
威
が
強
く
、

(
m
m
)
 

ち
は
疑
惑
の
目
で
み
ら
れ
た
り
、
異
端
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
事
例
は
そ
う
し
た
吠
況
を
反
映
し
て
い
る
。

ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
た

ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
下
で
は
、

ム
ラ
l
ビ
ト
朝
下
と
比
べ
れ
ば
ス

l
フ
ィ

1

・
聖
者
の
活
動
は
自
由
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
様
々
な
理
由
で
園
家

権
力
の
拘
束
を
受
け
た
。

。
回
』
削
ヨ
で
評
判
の
〉
吉
呂
田
仏
山
、
自
(
叩
〉
は
ム
ワ
γ

ヒ
ド
朝
カ
リ
フ
の
側
近
の
皐
者
た
ち
の
注
準
に
よ
り
、
首
都
へ
の
出
頭
命
令
を
受

け
、
上
京
の
途
白
「
d
r
r包
で

H
五
九
四
/
一
一
九
七
|
九
八
年
浸
し
た
〔
吋
・
匂
・

ω巴〕。

o
m
U

白
同
門
口
の
〉
ゲ
ロ
メ
σ仏
〉
]
z
r
白
戸
〉
Nr削
口
同
(
山
〉
の
も
と
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
地
域
か
ら

多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
た
。

し
だ
い
に
増
え
、
そ
れ
を
聞
い
た
フ
ェ
ス
の
ワ

l
リ
l

者
同
町

は
騎
兵
と
歩
兵
か
ら
な
る
多
数
の
兵
を
率
い
て
や
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
彼

そ
の
数
は

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ず
立
ち
去
っ
た
〔
吋
-
H
Y
8
8
0

- 48-

。
〉
ゲ
ロ
富
島
岳
(
山
)
は
弟
子
た
ち
か
ら
、

外
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
答
え
た
〔
、
円
・
匂
・
自
ω〕。

奇
蹟
の
故
に
ス
ル
タ
ン
か
ら
警
戒
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
の
か
、

と
尋
ね
ら
れ
た
が
、
紳
以

こ
の
問
答
の
裏
に
は
、
政
治
権
力
が
ス
l
フ
ィ
l
・
聖
者
の
も
つ
奇
蹟
の
力
、
影
響
力
を
警
戒
し
て
い
た
と
い
う
朕
況
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

。
こ
の
他
に
も
〉
ゲ
ロ
吋
帥

E
円白

]
a

叶
ロ
ロ
一
色
(
山
)
が
首
都
へ
の
出
頭
命
令
を
受
け
た
こ
と
〔
H
，
・
匂
・
色
。
〕
、

F
E
(叩
)
が
異
端
審
問
の
た
め

O
印
有
関
口
同
帥
目
白
か
ら
移
住
し
た
こ
と
〔
吋
・
同
y
台。〕

〉
}
)
口
冨
ロ
「
曲
目
自
主
メ
vr仏
白
-
-

な
ど
を
事
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
ム
ラ

i
ビ
ト
朝
下
で
も
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
下
で
も
ス
I
フ
ィ

l
・
聖
者
に
劃
す
る
園
家
権
力
の
警
戒
の
目
は
巌
し
い
の
で
あ
る
。
第

三
の
型
と
も
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
の
吐
舎
的
影
響
が
園
家
権
力
に
脅
威
を
抱
か
せ
る
程
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
公
権
力
と
ス

l
フ
ィ

l
・
聖
者
の
関
係
は
、
第
一
の
型
を
の
ぞ
き
他
は
全
て
、
批
判
、
抵
抗
、
敵
封
、
警
戒
な
ど
の
性
格
を

第
一
の
型
も
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
は
準
ん
で
関
係
を
も
と
う
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
関
係
の
特
徴
は
別
稿
〈
註
(
m
む
参

も
っ
て
い
る
。



照
〉
で
検
討
し
た
一
三
世
紀
の
リ
l
フ
地
方
の
ス

I
フ
ィ

l
・
聖
者
の
場
合
に
も
指
摘
で
き
た
。

フ
ィ

I
・
聖
者
の
一
般
的
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
が
農
村
や
漫
境
地
域
に
住
み
、
世
俗
擢
力
と
は
な
る
べ
く
消
極
的
関
係
を
保
と
う
と
す
る

姿
勢
は
蛍
然
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
上
述
の
事
例
は
、
そ
れ
が
彼
ら
の
意
志
で
は
な
く
と
も
部
族
や
地
域
住
民
の
世
俗
の
諸
問
題
に
闘
し

て
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
の
役
を
措
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
の
一
般
的
性
格
と
こ
の
事
例
と
は
、
ど
う
関
係
し
て
い

脱
俗
性
、
禁
欲
主
義
、
清
貧
さ
な
ど
の
ス

l

た
の
か
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
一
一
一
世
紀
に
は
、
多
く
の
ス

l
フ
ィ

1
・
聖
者
た
ち
が
農
村
や
部
族
の
居
住
地
で
活
動
し
て
い
た
。
彼
ら
は
住
民
た
ち

互
い
に
深
い
結
び
つ
き
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

〉
ゲ
ロ
宮
口

}
g
B
B邑
と
・
吋
口
H
M
F
由
同

(

加

)

彼
の
も
と
に
集
ま
っ
て
来
た
全
員
の
者
に
劃
し
て
一
人
ず
つ
祈
願
し
て
や
っ
た
と
か
、
モ
ス
ク
の
門
か
ら

〉
吉
冨
与
静
岡
回
目
包
ゲ
・
巧
M
f
z
ロ
(
担
)
の
家
ま
で
、
彼
の
衣
服
で
身
瞳
を
拭
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
バ
ラ
カ
を
得
ょ
う
と
す
る
人
々
の
列
が
で

(

飢

)

〈

白

〉

き
た
と
か
、
〉
吉
長

E
包

-E白
-
F
Z
R三
宮
(
m
m
〉
の
周
囲
に
は
彼
の
頭
や
雨
手
に
燭
れ
よ
う
と
す
る
人
々
が
群
が
っ
て
い
た
、

の
様
々
な
日
常
的
関
心
事
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
日
)
は
金
曜
日
の
腫
拝
の
後
、

- 49ー

な
ど
の

銃
述
か
ら
は
、

ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
と
民
衆
と
の
聞
の
密
接
な
関
係
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
深
い
結
び
つ
き
の
結
果
、
人
々
は
治

癒
や
雨
乞
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
問
題
か
ら
、
園
家
権
力
の
塵
政
や
不
正
と
い
う
政
治
的
諸
問
題
に
ま
で
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
に
頼
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
部
族
社
舎
や
農
村
地
域
に
お
い
て
、
彼
ら
の
擢
威
は
開
幕
に
宗
数
的
に
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
、
社

禽
的
に
も
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

以
上
の
よ
う
に
一
一
世
紀
末
か
ら
一
一
二
世
紀
初
の
モ
ロ
ッ
コ
地
方
に
は
、
農
村
や
部
族
の
居
住
地
を
中
心
に
多
数
の
ス

I
フ
ィ

1
・
聖
者
た

ち
の
活
動
が
確
認
さ
れ
た
。
彼
ら
の
活
動
の
擦
黙
は
リ
バ
l
ト
や
ラ
l
ピ
タ
な
ど
と
よ
ば
れ
る
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、

一
一
世
紀
ま
で

に

49 

建
設
さ
れ
た
も
の
に
は
異
端
、
異
数
に
劃
す
る
イ
ス
ラ
ム
布
数
の
砦
と
し
て
の
軍
事
的
性
格
が
残
っ
て
い
た
が
、

一
一
一
世
紀
以
降
の
も
の
に
は
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教
育
施
設
の
性
格
が
強
く
な
っ
た
。

他
面
で
は
ス

l
フ
ィ

こ
の
嬰
容
は

軍
事
的
性
格
は
殆
ん
ど
消
え
、
ス

I
フ
ィ

l

・
聖
者
の
修
道
所
、

ー
・
聖
者
た
ち
が
農
民
、
部
族
民
の
日
常
生
活
、
政
治
的
、
社
禽
的
生
活
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
中
に
深
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
よ
う

に
な
り
、
死
後
も
崇
奔
の
封
象
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
の
リ
バ

l
ト
や

ラ
I
ピ
タ
は
墓
崇
奔
の
封
象
と
も
な
り
、
こ
の
襲
化
は

二
二
世
紀
以
降
、
都
市
に
も
及
ぶ
リ
バ

1
ト
、
ラ
1
ビ
夕
、
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
の
震
展
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
一
世
紀
中
こ
ろ
ま
で
の
モ
ロ

ッ
コ
地
方
の
ベ
ル
ベ
ル

族
は
、
そ
の
多
く
が
非
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
惇
統
的
な
部
族
制
度
の
中
で
農
耕
や
遊
牧
生
活
を
遺
っ
て
い
た
。
上
述
し
た
ス

I
フ
ィ

I
・
聖
者

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
襲
容
を
見
せ
る
社
禽
は
い
か
な
る
社
舎
で
あ
っ
た
の
か
。

た
ち
の
活
動
と
リ
バ
l
ト
や
ラ
l
ピ
タ
の
建
設
が
、
こ
れ
ら
の
部
族
民
た
ち
の
イ
ス
ラ
ム
化
1
l正
統
的
教
義
と
は
ず
れ
が
あ
っ
た
に
せ
よ

ー
ー
を
急
速
に
押
し
進
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
ス

1
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
の
周
圏
に
多
数
の
人
々
が
、
様
々
な
祈
願
、
助
言

- 50ー

を
求
め
て
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
皐
に
イ
ス
ラ
ム
化
と
い
う
問
題
に
留
ら
な
い
大
き
な
歴
史
的
一
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
ス
l
フ
ィ

1
・
聖
者
た
ち
の
多
く
は

自
ら
の
意
志
で
リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ビ
タ
を
建
設
し

一
方
、
そ
こ
に
集
ま
り
、
そ
れ
を
支
え
た
人
々
の
中
に
は
、

ス
l
フ
ィ

l
・
聖
者
だ
け
で

は
な
く
多
く
の
農
民
や
部
族
民
が
い
た
。

ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
た
ち
は
園
家
権
力
、
政
治
的
支
配
者
と
は
距
離
を
置
き
、
し
ば
し
ば
農
民
や
部

族
民
の
立
場
に
立
っ
て
公
権
力
を
批
剣
し
、
そ
れ
と
敵
射
し
た
。
農
民
や
部
族
民
た
ち
は
悪
政
や
不
正
に
劃
す
る
抵
抗
の
方
法
を
、

ス
l
フ
ィ

ー
・
聖
者
を
楯
に
す
る
こ
と
の
中
に
見
出
し
た
。

首
時
の
ス
l
フ
ィ

1
・
聖
者
の
地
域
社
曾
に
お
け
る
役
割
を
考
え
る
上
で
、
大
饗
興
味
深
い
事
件
が
ア
ン
グ
ル
ス
で
お
こ
っ
た
。

H
五
三
九

/
一
一
四
五
年
ア
ン
ダ
ル
ス
の
〉
庶
民
話
地
方
の
ス

l
フ
ィ

l

H

5

0
陪
包
は
弟
子
集
圏
呂
日
正

E
を
率
い
て
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
権
力
に
劃

し
て
反
凱
を
お
こ
し
、
自
ら
イ
マ

I
ム
位
を
主
張
し
、
そ
の
支
配
権
は

H
N
a
f
帥
ロ
釦
の
リ
バ

l
ト
を
嬢
貼
に
一
時
、
セ
ビ
リ
ャ
に
ま
で
及
ぶ
ア

(

回

)

ン
ダ
ル
ス
西
部
地
方
に
贋
が
っ
た
。

こ
の
反
飽
自
韓
は
、

H
F
ロ
O
回
印
叫
が
ム
ラ
I
ビ
ト
朝
に
替
っ
て
ア
ン
グ
ル
ス
に
進
出
し
て
来
た
ム
ワ
ッ
ヒ



H
五
四
六
年

E
g包
仰
と
・
d
z
月
/
一
一
五
一
年
殺
さ
れ
る
こ
と
で
移
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
蹴
は
同
時
代
の
そ

ロ
ッ
コ
と
無
縁
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
先
ず
と
・
同
J
E
F
a
g
g
R
H
.
に
み
え
る
〉
σロ
‘
〉
ゲ
向
日
〉
ロ
帥
}
困
問

-EωE-Z(
川
)
は
早
ロ

O
白
印
刷
が
殺
さ

(
倒
)

れ
た
後
、
マ
グ
リ
プ
の

ω丘
町
山
に
移
住
し
て
来
た
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
恐
ら
く
反
見
に
加
わ
っ
た
冨
日
記
ロ
ロ
の
一
人
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以

上
に
重
要
な
の
が
、
早
口

O
白
色
が
弟
子
た
ち
を
率
い
て
政
治
的
主
権
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
に
何
度
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
首

時
の
モ
ロ
ッ
コ
地
方
の
ス

l
フ
ィ

l

・
聖
者
も
明
ら
か
に
政
治
権
力
に
抵
抗
あ
る
い
は
融
劃
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
彼

巨
ロ

ο白
色
と
同
様
に
政
治
的
反
範
を
企
て
る
だ
け
の
信
頼
と
影
響
力
を
農
村
や
部
族
集
圏
の
中
に
有
し
て
い
た
に

ド
朝
の
軍
隊
に
よ
っ
て
、

ら
も
朕
況
さ
え
許
せ
ば
、

違
い
な
い
。
そ
れ
は
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
農
村
や
部
族
な
ど
の
地
域
社
舎
の
中
で
、
長
老
や
族
長
と
い
っ
た
俸
統
的
な
指
導
者
と
は
異
な

る
、
新
し
い
権
威
に
基
づ
く
指
導
者
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今
ま
で
と
は
違
う
集
圏
秩
序
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
杜
舎
に
お
け
る
一
一
一
世
紀
は
重
要
な
一
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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註
(

1

)

奮
版
同
門
誌
町
河
町
内
。
、

2AN品
。
¥
L
P
N
Q喜
〈
以
下
開
・
?
と
略
稿
)
の

N
削3
3

の
項

(
H
S
F
Z
胃
・
・
〈
o--
∞・唱
-HMMO〉
の
説
明
に
よ
れ

ば
、
マ
グ
リ
プ
社
舎
で
N
同
三
百
の
語
が
河
帥
宮
古
と
同
義
語
、
す
な

わ
ち
聖
者
た
ち
の
修
道
場

F
2
B
F
g
m
o
の
意
で
用
い
ら
れ
る
の
は

一
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
出
-
m
-
E
己
目
が
引
用
し
た

h
h
g
g
s
の
中
に
は
、
四

O
六
/
-
O
一
六
の
記
述
に
チ
ュ
一
ス
の

N
E
L
E
の
語
が
み
え
、
そ
れ
は
修
道
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う

に
思
え
る
。
え
-
E
・河
-
E
円2
・
h
n
H
N
凶
司
Fhミ
向
。
ミ
S
H
Q
p
h
g
h

h
a
N町、町、
3
N
F
l
h
n
h
h
m
h帆恥町内
2
・同
-
H
・司
R
2・
HUS--M-HNH
・

(

2

)

奮
版
刷
・
同
・
の
何
回
『
阜
の
項
ハ
〈
。
-
-
P
3
・
ロ
印
。
ー
ロ
印
ω
〉。
ま

た
、
一
七
九
/
七
九
五
年
に
冨

2
2
E
に
建
設
さ
れ
た
リ
バ
l
ト
が

- 51-

マ
グ
リ
ブ
最
古
の
も
の
と
あ
る
が
、
ω
D
g
の
そ
れ
の
方
が
古
い
。

(註
(
6
〉参
照
〉

(

3

)

奮
版
刷
-
H

・の

N
削
三
百
の
項
。

(

4

)

』・

ω・叶
2
B
E
同日
H曲目・吋』
vaw

句
N
h

・、
。
、
.
h

同町、
h
S
L
P
N
Q
ヨ
-
O
H
h
o『内田・

Hmw吋
H
-
M》司
-H11ω
。・

〈5
〉
玄
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開
-F凸
n
F白ZHa回
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町
0
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2

。。ロ同町
b

ユ2
m
己
百
5
5
2

E

玄
白
on
---
除
去
F
E
2
ミ
号
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円
ね
な
主
〈
。
-
-
N
N
S
N
叶・

3
・H
|

∞∞・

(
6
〉

ω口
回
世
の
リ
パ
l
ト
建
設
は
、
ィ
ブ
リ
キ
ヤ
の
統
治
者

J
F
N
E

r
・
恒
帥
丘
日
(
在
七
七
二
l
七
八
八
)
に
よ
る
。
口町・玄
O
V
曲
目
立
叶
ピ
r
r

ト
・
阿
宮
司
令
H
b
h
p
h
R
H
F
た
な
・
司
釦
『
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(
お
)
円
四

-
E
r邑
田

orp
河内向帆

E
S
ミ
ま
ミ
ヨ
白

S
S
H
U
L室
内
・

3
3・
H
由ω
∞・

3
・H
2
1
5
∞
・
拙
稿

「
ベ
ル
ベ
ル
族
の
土
俗
的
信
仰

と
イ
ス
ラ
ム
受
容
|
|
回
向
円
曲
四
『
項
削
S
族
と
の
吉
田
削
S
族
の
場
合
」

(
『
イ
ス
ラ
ム
圏
に
お
け
る
宗
教
運
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
、
研
究

代
表
者
H
H
護
雅
夫
。
研
究
課
題
番
続
五
九
一
一
一
一
O
O
五
三
、
昭
和
六
十

一
年
、
九
O
|
一
O
一

頁
〉
参
照
。

(
幻
)
〉
『
ロ
ペ
釦
〆
ロ
r

J
『
回
目
三
『
・
J同曲
f
u
、
削
曲
「
吋
帥
《
同
H
E
r
・弘・
N

3
、】丸山門

(
由
自
耳
目
N
∞¥
H
M
M喧
l
H
N
ω
阿
波
)
・
ミ
・
吋
S
F
Q
H
e
S
R
H
1
t
N
b
h
N
と
と

と
・
吋
白
山
A
H
S
S
N
hL『
S

Q

b』
伊

E
b
w
-
b
~
v
H
b子
供与
-F
N
w
b
h
R
H
N'h叫
RN~vh
同
〈
以
下

、
『
・
と
略
稽
)
-
F
H
E
r
H
U
∞品・

校
訂
者

〉
F
白
色
、
H
，o
c
E
氏
の
注

穫
は
多
く
の
潟
本
史
料
及
び
ベ
ル
ベ
ル
一
語
の
言
語
準
的
知
識
が
利
用
さ

れ
、
極
め
て
す
ぐ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
地
園
も
添
附
さ
れ
て
お

り
、
本
稿
の
リ
バ

l
ト
や
ラ
l
ピ
タ
の
所
在
の
確
認
に
と
っ
て
大
第
参

考
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
本
稿
の
③

・
@

・
⑦

・
@

・
②
・
②

・
@
の

各
施
設
は
地
闘
中
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
①
(
〉
ロ
E
口『)
は

斗
山
口
同
曲
目
白
骨
と
謀
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
③
の
所
在
地
に
つ

い
て
は
、

筆
者
は
校
訂
者
と
見
解
を
異
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
に

は
〉
・
司
2
5
の
校
一
訂
本
(
閉山同

Z
F
H
83
も
あ
る
が
、
校
訂
内
容

は
前
者
に
比
べ
見
劣
り
す
る
。

(
お
)
一
つ
の
項
に
復
数
の
人
物
を
記
述
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
寅
際
は
二

七
七
人
よ
り
多
く
な
る
。

(
m
m
〉
そ
の
中
に
は

-Z
包
『

N

M

}

岡山田

(
史
料
中
の
番
抽
抗
日
以
下
同
様
〉

〉『回

ω
r
Rミ
「
(
臼
)
、
〉
『
口
ペ
削へN
削
(

π

)

ら
ム
ワ

ッ
ヒ
ド
朝
期
の

指
導
的
ス
l
フ
ィ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
。

(
鈎
)

叶・
(

m

m

)

(

臼
〉
な
ど
の
人
物
に
関
す
る
記
述
を
参
照
。

円四
-
Z・回同
2
2
2
E・、H
，o司同
8
0・
Eω
白ロ
n
Z巳
円
。
師
三
司
。
ュ
2
0
E

目
的
。
臼
〉
-
目
。

ELa---
同
ahvhコ
♂
?
〈
ロ
・

S
N
N
M者

-HH叶1
5
由・

奮
版

開
・
?
の
、
H

，X

の
項
(
〈
。
-
-
∞
・
唱
-
芯
∞
〉
。
、
H

，・唱
-
N
S
な
ど
。

(
幻
)
、
H
J
M
M
-
AHU山由
・

(
お
)

巴
・
回
曲
2
2
2
出
・
↓
2
E
g
o
-
。、

-
R
T
唱
-
H
N
0
・

(
川
品
)
、
『
・
旬
・
お

ω
の
注

ω
3・
奮
版
開
・
同
・
の

ω色
(
〈
。
-
・
叶
・

MM
・回目〉
。

な
お
〉
民
間
に
つ
い
て
は
と
・
固
と
内
己
(
唱
・
∞
品
)
や
帥
F

E
円目印刷(司同
M

・

S
・
3
ー
ニ
-
同
∞
印
)
に
も
言
及
が
あ
り
、
と
く
に
後
者
に
は
港
の
よ
う

す
に
つ
い
て
の
叙
述
も
み
え
る
。

(
お
)
吋
・
司
・
企
・

(
お
)
今
日
で
も

z
g
E
Z
族
の
支
族
。
r三
監
自
白
族
の
地
に
あ
り
、

〉
ス
恒
F
r
g曲
と
い
う
名
で
知
ら
れ
る
と
い
う
。
口
町
・
↓
・
唱
-
H
印
凶
の

注

N
印

N
・

(
町
山
)
、
H
J
U
M
》・
2
l
m
N
・
及
び
司
・
巴
の
注

8
・
8
・
す
な
わ
ち

d
占

g

が
そ
ロ

ッ
コ
地
方
に
遠
征
し
た
の
は

H
六
二
/
六
八
一

|
八
二
年
で
あ

り
、
遠
征
軍
が
鏑
還
し
た
後
も
部
下
の

ω
E
E『
は
同
地
に
留
ま
り
、

異
教
徒
と
の
戟
を
績
け
た
。

JE」
帥
は

〉
m
r
一日伯仲

の
シ

ャ
イ
フ
〉
Z

F
白
ロ
吉
田
自
主
『
・
、
『

E
ス
に
よ
っ
て
∞
町
四

E
唱
曲
宮
部
族
と
の
戦
の

た
め
に
任
命
さ
れ
た
指
導
者
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。

(
お
)

吋

-Myug-

(
叩
却
)
寸
・
司
・
認
の
注

ω由・

(

ω

)

寸
・
司

-Sι
・

(

H

U

)

4

J

唱・
ω
吋品・

(
必
)

斗・

3
・N
H
∞l
N
H
F
U
E
-

(
m
M
〉

寸
・
司
旬
・

2
白l
l
u
ミ・

(
況
)
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部
族
に
射
し
)
と
い
う
共
通
の
思
想
が
存
在
し
、
従
っ
て
マ
グ
リ
プ
の

端
か
ら
端
ま
で
聖
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
走
っ
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
述

べ
て
い
る
が
守
、

-
R
T
咽・

2
)、
こ
の
共
通
の
思
想
、
聖
戦
意
識
は

よ
り
大
き
な
歴
史
的
背
景
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
-

世
紀
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
反
シ
l
ア
波
運
動
で
あ
り
、
西
方
世
界
に
お
け

る
そ
の
運
動
の
蟻
黙
が
カ
イ
ラ
ワ
l
ン
で
、
〉
Z
A
B円削ロ・

4
く
と
と
・

同
「
ロ
ペ
帥
師
同
ロ
は
反
シ
l
ア
波
運
動
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ム
ラ
l

ピ
ト
朝
史
研
究
と
二
、
三
の
問
題
」
(
『
歴
史
と
地
理
』
三
九
九
鏡
、
一

九
八
八
、
一
ー
一
一
頁
〉
及
び
〉

E
巳
F
F
F白『
O
E
r
h
w同
定
ミ

z

p

ミ
h
H
1
2
F・
3

3
・
s
a
L
-
Y
3・
H怠
|
広
∞
-
を
参
照
。

(
田
山
)
、
H，・司
-
S
の
注
記
・
典
援
は
同
公
忠

RHN'DN守
NQ
と
よ
ば
れ
る
寓

本
史
料
で
あ
る
。
な
お
当
と
と
の
波
年
は
史
料
で
確
認
で
き
な
い
が
、

YAzr
曲
目
目
白
色

T
R〉
『
仏
〉
-ZHH
曲目
・河口内
Z
E
は
宮
口
r
曲
目
自
陣
仏
巳
・

玄
z
r宮
町
曲
目
1ω
口
師
同
の

5
1・河同
E
F
呂
田
町
の
校
訂
出
版
に
際
し
、

脚
注
(
司
・
叶
注

ωω)
で
当
と
と
の
淡
年
を
H
四
四
五
/
{
O五
三
|

五
四
年
と
し
、
彼
の
墓
は
、
口

g
x
の
近
郊
海
岸
の
〉
匡
ロ
に
あ
っ
て

有
名
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(
伺
)
↓
・
同
YHM∞
の
注

S
H・

(

目

別

)

白

【

・

0
r
c
F
E・
5
8
E
G
N
-
E
Z
h
吾
、
ミ
s
-早
守
遣
な

QNsdhQ遣
問
、
』
h
E
b
F句
b
E
a
Q
E・切に
3
a
-

図。ョ
F

H
由吋由・

司
-H
M由
・
な
お
、
-
三
世
紀
の
そ
ロ
ッ
コ
北
部
リ
l
フ
地
方
の
ス
1
フ

ィ
l
・
聖
者
の
惇
記
集
(
牛
∞
包
E
-
Q
F
h
h
S
E札
と
ら
官
、
q
g
Q

Qha〉
hgHQa
ミ・』
k
a
q」「聞と・叫
4hHィ
q
r
p
r吉
正
NE河川、一河
ωgp

g
∞N
)

の
中
に
は
ラ
l
ピ
タ
と
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
が
各
々
六
例
ず
つ
み
え
、

リ
パ

l
ト
は
僅
か
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
拙
稿
「
-
一
二
世
紀
リ
l
フ
地
方

の
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
枇
曾
と
リ
パ

l
ト
、
ラ
l
ピ
タ
及
び
ザ
1
ウ
ィ

ヤ
」
(
『
オ
リ
エ
ン
ト
皐
論
集
|
|
オ
リ
エ
ン
ト
皐
舎
創
立
三
十
五
周
年

記
念
』
、
-
九
八
九
年
刊
行
議
定
)
。
こ
の
こ
と
は
、
マ
グ
リ
プ
で
ザ
l

ウ
ィ
ヤ
制
度
が
一
般
化
し
て
く
る
の
は
二
二
世
紀
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
槌
〉
例
え
ば
〉
吉
冨
E
f
曲
目
白
色

(
H
，・

3
・
S
1
8
)
は
チ
ュ

一一
ス
の

出
身
で
あ
る
が
、
モ
ロ
ッ
コ
に
移
住
し
マ
ス
ム

l
ダ
部
族
に
法
壌
を
数

え
、
多
く
の
撃
者
を
養
成
し
た
。
そ
し
て
こ
の
種
の
リ
バ

I
ト
と
し
て

は
③
と
③
が
典
型
的
。

(
印

)hHN・叫
42FRHEER¥
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ス
l
フ
ィ
l

・
聖
者
た
ち

の
活
動
の
中
心
地
は
統
計
を
と
る
ま
で
も
な
く
農
村
や
部
族
の
居
住
地

で
あ
る
。
地
園
参
照
。

〈
叩
)
例
え
ば
、、
H
J

の
中
の
通
し
番
競
8
、
9
、
ぉ
、
位
、
問
、
川
、
川

な
ど
の
人
物
。

(
礼
)
雨
乞
祈
願
は
決
し
て
異
端
で
は
な
く
、
ア
プ
l

・
ム
ス
リ
ム
の
傍
え

る
ハ
デ
ィ
l
ス
に
よ
れ
ば
、
演
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
も
雨
乞
一
前
願
を
行
な

っ
た
と
い
う
。
門
町
・
巴
・
ζι
副司向正副・

RHNab~vE詰
ミ
・
句
"
に
zaqnHHenH

平
司
帆
N3bH
白
N
'
U
S
U
E
-
F町ロ
F
z
a・
3
・
H
8
1
5由
・
湯
川

武
〈
誇
〉
「
統
治
の
諸
規
則
」
(
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』
二
七
・
二
八
抗
、

一

oー
二
頁
)
。

(η
〉
史
料
の
性
格
の
差
違
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
一

O

世
紀
の
ウ
ラ
マ
1
の
停
記
集
〉
百
曲
て
〉
Z
Y
M門
た
忠
叫
4QFSbh

-CNQ若
印

u

句
、
ミ
守
白

-FF『D
F
Z
-
U
・
と
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
に

は
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
あ
っ
て
も
、
墓
を
示
す
語
や
墓
で
の
新

- 55ー
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願
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
雨
者
の
差

違
は
、
し
だ
い
に
墓
崇
奔
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
努
化
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

(

η

)

(

川
)
が
死
ん
だ
時
に
は
、
そ
の
葬
儀
に
一
五
O
O
O人
が
参
列
し

た
こ
と
は
上
述
の
逼
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
例
外
的
で
は
な

く
、
大
衆
の
敬
愛
を
受
け
た
多
く
の
ス
l
フ
ィ

i

・
聖
者
の
葬
儀
に
は

各
地
か
ら
人
々
が
参
集
し
た
(
吋
・
ロ
、
回
、
川
、
川
、
川
な
ど
の
人

物
の
例
を
参
照
〉
。

(
九
)
(
幻
)
の
聖
者
が
死
ん
だ
時
、
そ
の
人
の
パ
ラ
カ
の
葬
得
の
た
め
埋
葬

場
所
を
め
ぐ
っ
て
争
い
も
お
こ
っ
た
。
、
『
・
同
y
H
N由・

(万

)RHN'叫
4
a
E
S
S
R
-刊
が
執
筆
さ
れ
た
二
二
世
紀
初
の
時
期
で
、
墓
と

の
関
係
が
確
か
な
施
設
(
起
源
、
併
設
な
ど
〉
は
⑥
①
③
①
⑮
⑥
⑨

⑨
、
そ
れ
が
推
定
さ
れ
る
施
設
は
⑤
①
@
⑬
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
-
三

世
紀
以
降
、
増
ざ
セ
の
結
び
つ
き
は
強
く
な
り
、
こ
の
種
の
施
設
と
墓

と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
普
遍
的
に
な
っ
て
く
る
。

ハ
花
)
河
帥
r
F官

N
R
Eロ
(
⑥
〉
の
例
を
参
照
。
二
二
世
紀
以
降
、
チ
ュ
ニ

ス
、
フ
ェ
ス
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
な
ど
の
都
市
に
は
次
々
と
ザ
l
ウ
ィ
ヤ
が

建
設
さ
れ
て
い
く
。

(
竹
川
)
第
一
一
一
の
型
に
入
る
事
例
と
し
て
、
「
〉
m
r
B虫
の
住
民
は
自
分
た
ち

の
所
有
地
〉
B
Z
r
を
詮
索
す
る
者

e

か
い
た
の
で
〉
『
ロ
メ
『
島
〉
ロ
岳

(
川
)
に
訴
え
た
。
そ
こ
で
彼
は
そ
の
男
を
呪
う
(
巴
夙
削
)
と
、
三
日

後
に
そ
の
男
は
住
民
た
ち
に
よ
り
喉
を
切
っ
て
殺
さ
れ
た
」
〈
吋
・
唱
-

N
C
と
い
う
話
も
惇
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
男
が
何
者
か
わ
か
ら
な

い
が
、
住
民
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
者
に
到
し
て
、
ス

1
フ
ィ

l

・
聖

者
が
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

(

刊

日

)

ミ

a
叫

42MHRHSEa-¥
の
中
で
同
『
ロ
∞
R
E
Bロ
は
濁
立
し
て
採
録
さ

れ
て
い
な
い
が
、

F
D
恒
可

N
F
E
B
〈
日
)
と
の
関
連
で
言
及
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち

F
口
四
月

Z
百
ロ
は
ハ
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
)
ス
ル
タ
ン

の
命
令
に
よ
り
コ
ル
ド
バ
か
ら
マ
ラ
ケ
シ
ュ
に
出
頭
し
、
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
ス
ル
タ
ン
に
問
い
質
さ
れ
た
後
、
獄
死
し
た
。
ス
ル
タ
ン
は

彼
の
遺
堕
を
ゴ
ミ
の
山
に
放
置
し
、
一
切
の
躍
奔
を
禁
じ
た
が
、
目
ロ

伺
5
H
E
B
は
そ
れ
を
無
視
し
、
手
厚
く
葬
っ
た
。
蛍
の
同
『
ロ
伺
5
-
a

E
B
自
身
も
ム
ラ
l
ピ
ト
朝
下
に
フ
ェ
ス
で
投
獄
さ
れ
て
い
る
(
後

に
穆
放
)
が
、
そ
の
理
由
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
吋
・
司
司
-
H
S
l

H
吋

M
.

(
乃
)
有
名
な
ス
l
フ
ィ

l
〉
『
ロ
〈
む
卸
(
作
)
は
、
治
療
の
た
め
病
気
の

少
女
の
胸
に
燭
れ
る
こ
と
を
、
フ
ェ
ス
の
法
皐
者
た
ち
に
批
難
さ
れ
た

が
、
こ
れ
も
公
権
力
の
ス
l
フ
ィ

l

・
聖
者
へ
の
警
戒
の
表
わ
れ
と
考

え
ら
れ
る
。
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史
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F
同
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・
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、
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寸
m
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H
Z
白
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THE SOCIETY OF SUFI SAINTS OF THE MAGHRIB OF

THE TWELFTH CENTURY, AND THE RIBlT AND rAbita

　　　　　　　　　　　　

KISAICHIMasatoshi

　　

In the biographical book entitled al-Ｔａｓhaｗｔｍｉｆ ila Ｒｉｉｃｄｄ-Ｔａｓａｚむ-

"wuf which was written by Ibn al-Zayyat （d. Ｈ. 627 or 628/1229―31),

we find mentioned eleven ribats, eleven rabitas, two dars, two§awma‘as,

and one khalwa.

　　

Ribats originally functioned as fortresses for Muslim warriors and

refugees against pagans and other enemies, but by about the twelfth centu-

ry they revealed ａ marked increase in the religio-educational functions of

the Sufi Saints, and ａ corresponding decrease in their own military functions.

Around the twelfth century, since most of the Berber villages were heretic

and pagan, the Sufi Saints who were ａｎχious to proselytise, voluntarily

lived in the villages and among the tribes, and built the ribats and the

rabitas.

　　

While they preached and educated the villagers and tribals regarding

the doctrine of Islam, they also fulfilled the various demands of the people,

such as their desire for rain and cure of diseases. As ａ consequence, strong

bonds of affection and mutual reliance came to be developed between the

saints and people, and the tombs of the、Sufi Saints were transformed into

holy places and places of pilgrimage, with permanent facilities for the

benefit of the pilgrims and other pious individuals. Then the building of the

rabita which was related to tomb worship began to be promoted, and from

the twelfth century onwards these institutions began to appear not only

in villages and remote areas, but also in the vicinity of and within the

cities. It was after the thirteenth century, however, that the institutions

of the rabita (and the zawiya) came to be associated with the general

development of the cities.

　　

Incidentally, this strong relationship between the Sufi Saints and the

tribal and village people, brought about ａ big change in the social order.

Many incidents are noted in the al-Ｔａｓhaiｖｗｕｆwhere the tribal and
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village folk resistedthe oppression and illegalactivitiesof the government

agents (the Sultan, Wall, Amir, and‘Amil, of al-murabitun and al-muwa-

hhidun), under the leadership of the Sufi Saints.From theseincidents we

are confirmed in belief,that there existed ａ new social order and social

change guided by the Sufi Saints,apart from the traditionalleadership.

ｎａ°ely,the leadership of the village and tribal Shaykh. Accordingly, the

twelfth century was ａ turning point for Islamic society,at least in the

Maghrib.

　　

CIRCUMSTANCES IN FARM RENT PAYMENTS IN

　　　　　

THE LATE QING AND EARLY PERIOD

　　　　　　　　　　

OF NATIONALIST CHINA

－Ａ StatisticalAnalysis of Rent Registersin Zuzhan租桟一

　　　　　　　　　　　　　　

Natsui Haruki

　　

Using farm rent registers in Zuzhan租桟ａs historical resources, this

essay tries to infer the amount of farm rent payments and the circum-

stances of those payments in modern Suzhou 蘇州in the following way.

　　

Although farm rent payments did not change as they appear in the

farm rent registers after the unified tax reduction in Ｔｏｎｇｚfiｔ（同治）5，

there were many cases of individual reductions, which suggest that there

was ａ trend toward lowering farm rent payments in reality, apart from

the farm rent registers. While one ｓhi石per one mu 畝of land was the

average, reductions were made depending on the ime of payment, agri-

cultural disasters, and so forth. Thus it became standard that in ａ good

year, tenants would pay about 90 percent, but in ａ poor year, they would

only be ｅχpected to pay 80 percent. Though generally tenants paying

rent late were ｅχpected to pay the full amount, towards the end of the

Qing there were many cases of reductions for late payers as well, and

records reveal ａ shift towards “nominal payments” for delinquent tenants.

　　

Due to rent resistance on the part of small tenant farmers in modern

Suzhou, the rent collection by Suzhou landlords became ｅχtremely difficult｡
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